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Ⅰ 経営理念・基本方針・ビジョン 

 

    

  

 

 

 

 

１ 私たちは、住民の声に耳を傾け、時代とニーズに即した効果的な事業を展開します。 

２ 私たちは、常に住民の立場に立ち、その人権を尊重します。 

３ 私たちは、多くの諸機関･諸団体と連携･協働し、広域的なネットワークを構築します。 

４ 私たちは、専門職としての自覚と責任を持ち、常に資質の向上に努めます。 

５ 私たちは、開かれた組織づくりと健全な経営に努め、組織の基盤強化を図ります。 

 

 

  

地域福祉課 
福祉学習及び住民主体の支え合い活動を推進し、住民が抱える一つひとつの生活

課題を解決できる地域をつくります。 

介護事業課 
生きにくさ、暮らしにくさを抱えた高齢者・障がいのある人が“生まれてきてよかっ

た”と思える人生づくりに貢献します。 

障がい福祉課 
どんな障がいがあっても、個人としての尊厳にふさわしい生活を営むことができるよ

うな支援の環境をつくります。 

総  務  課 
全ての職員が理念の実現に向けて健康的に、安心して、やりがいを感じながら、互

いに高め合い、気持ちよく働ける組織をつくります。 

 

 

 

 

◆スローガン 

思いやりの心を大切に、ずくだせ・知恵だせ・元気だせ 

支えあい 誰もが安心して暮らせる福祉のまち 安曇野 

基本方針 

経営理念 

ビジョン 
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Ⅱ 経営環境の変化 （主なもの） 

■ 身近な支え合いの大切さへの関心深まる 

【見守り・声かけ・つなぎ役】として当会が推進する「福祉員」について、市区長会における専

門部会、市まちづくり推進会議等においてその重要性の認識が深まっており、今後、福祉員活

動の普及にあたっては、当会だけでなく、地域づくり推進における関係諸機関と協働・連携して

その推進に注力できると言えます。 

また、昨年の台風 19 号被害に対し、当会も地域住民と協働した被災地支援活動に取り組

んでいます。災害・防災・日頃の支え合いへの地域住民の関心が高まる大きなきっかけとなった

ことに加え、職員においては被災地における社協活動を学ぶ機会、また有事の際の社協と地域

住民の連携について考える機会となりました。 

こうした地域づくり推進においては、その財源となる社協会費・赤い羽根共同募金等の自主

財源の確保は重要な課題であり、予算執行においても職員が十分なコスト意識を持ちつつ、そ

の確保に取り組んでいく必要があると考えています。 

 
 

■ 放課後児童クラブ事業の拡充 

少子化が進む一方で、核家族化や家庭の経済的負担の軽減のため母親の早期職場復帰や就業等が

増加傾向にあり、放課後児童クラブの需要も高まり続けています。安曇野市における【第 2 次安曇野市子

ども・子育て支援事業計画】（令和 2 年度から 6 年度） においては、〝小学 6 年生までの受け入れ枠拡

充を検討していく〟としておりますが、その推進においては、関係団体における十分な理解・協力・連携のも

と慎重な検討が必要とされます。 

ファミリー・サポート・センター事業においては、実施主体である安曇野市において令和元年度、利便性

向上のため利用料助成制度を導入しましたが、今後その更なる普及啓発が必要と言えます。 

 

■ 介護事業者の倒産件数が過去最多 

2019 年に倒産した介護事業者の件数は 111 件で、過去最多に並ぶ数字となりました。このうち、

訪問介護は 58 件、通所介護・短期入所は 32 件です。高齢化の進展に伴って市場規模が拡大して

いるにもかかわらず、介護事業者の倒産が増加する背景には、人手不足による人件費の上昇がありま

す。訪問介護事業は 2018 年度に有効求人倍率が 9 倍を超え、深刻な人手不足に陥っています。 
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■ 就労移行支援事業の現状と今後の展開 

行政機関や自治体を含めた法定雇用率水増し問題を受け、障がい者雇用が急激に進められてい

ます。この影響や当面の工賃の低さから当会に限らず就労移行支援事業所の利用者が激減してお

り、併せて就労定着支援事業所の新設に伴う就労定着支援体制加算の廃止による実質報酬の減少

等により、県内で撤退する事業所が出ています。 

しかし、学校の成績は優秀だがコミュニケーションが苦手というような方が、十分なトレーニングやマッ

チングを経ずに社会人となり、短期間で入退社を繰り返したり、引きこもりに繋がったりするケースも見受

けられます。このような隠れたニーズに対して当会が行ってきた丁寧なマッチングやアフターフォロー等

の支援に繋がるように、学校等との連携や周知を進めます。 

■ 働き方改革への対応 

 専門職員の正規化により、職員が職場で活躍できる仕組みづくりが出来上がりました。今後は国の

「働き方改革」による、多様な働き方に対する対応も必要となり、長時間労働の是正、子育てや介護を

しながら働くこと、私生活の充実を図るため「ボランティア休暇」の導入、「ワーク・ライフ・バランス」の実

現や健康を守る措置など、自律的で創造的な働き方を希望する方々のための新たな制度つくりを図る

必要があります。そのためにも職場環境の充実を図ることや人事評価制度の導入を進めていきます。 
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Ⅲ 令和 2年度重点テーマ  

重点テーマ ▼                     振り返り▼ 

法人全体 

○法人内外の連携を強化し、地域共生社

会の基盤づくりに貢献します。 

○持続発展する法人運営を目指し、福祉人

材の「確保」「育成」「定着」に努めます。 

人事評価制度の導入を通じ、職員の意

識改革や人材育成を進めています。コロ

ナ過の中だからこそ「今できること」「今だ

からできること」に努めました。 

 

【地域福祉課】 

互いに支え合う地域づくりに向けて

「人づくり」と「つながりづくり」を推進し

ます 

振り返り ▼ 

人づくり 

・〝学ぶ場〟と〝実践する場〟の充 

実を通して、住民の地域づくりへの参 

加を促進します。 

・新型コロナウイルスの影響により、1 年間

を通して多くの事業が当初の計画通りには

実施できませんでした。 

・そんな中、コロナ禍だからこその「人づくり」

「つながりづくり」のあり方・やり方を、地域住

民の方と共に考え、新たな取り組みとして

実践することができ、これからに活かせるノ

ウハウとして蓄積することができました。 

・子育て支援係においては、動画による

事業紹介やインターネットによる行事参加

申込受付など、地域の方とのつながりの促

進に向け新たに取り組みました。 

つながりづくり 

・人・事業・社会資源等を積極的に

“つなぐ〟ことで、より効果的な地域

づくりの推進を目指します。 

・子育て家庭と地域の様々な人たち 

との“つながり〟が生まれる活動の推 

進を通して、地域全体で子どもを育て 

ていく風土づくりを進めます。 

 

【介護事業課】 
社協ならではの介護サービスを提供

します 
振り返り ▼ 

つながりの強化 
・利用者の抱える課題を解決するた 

めに、法人内の連携を強化します。 

係を横断する会議を新たに設け、共通

する課題を検討することを通じて、他の

係の理解と横の連携を深めることがで

きました。 

新たな取り組みの開始 
・安定した収益の確保を図りながら、 

新たな取り組みを開始します。 

新たな取り組みであった「通所介護事

業の特色づくり」が完了しました。この結

果、利用者の機能訓練サービス選択

率が 65％から 82％へと大幅に増加

し、確実な成果が上がっています。 
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【障がい福祉課】 事業所ごとの役割と機能を強化します 振り返り ▼ 

利用者のチャレンジを

応援する 

・仕事・社会参加・創作活動など経験の

幅を広げ、一人ひとりのチャレンジを応援

します。 

感染予防対策を十分に行ったうえで 

できる範囲の活動を行いました。 

支援力の充実 

・個別支援計画に沿って統一的な支援を

行うと共に、研修会やケース検討により

知識・技術などの支援力を充実させま

す。 

オンラインの研修会が増え移動時間

や参加しやすい等メリットもありました

が、主催側・参加側共に不慣れで不

手際が目立つ所もありました。 

工賃の向上 

・利用者の経済的自立に向けて、それぞ

れ事業所において現状工賃からの向上

を図ります。 

販売会、イベントがほぼ中止となり、自

主製品の売上げは落ち込んでいます。

受託業務で複数の新規作業を開始で

きました。 

つながりを増やす 

・複合化する課題解決のため、他事業所

とのつながりを強めます。 

地域の個人・団体・企業とのつながりを

広げます。 

法人内では実際のケース対応のため

連携して動くことが増えています。 

コロナ禍の中、委託販売や受託作業

への働きかけを行い、新たな販売先や

企業とつながることができました。 

【総務課】    「人財」を育てる土台をつくります 振り返り ▼ 

職場環境の整備 
・職場環境の充実を図るため、順次、施

設改修計画を進めます。 

6月までにﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀ-豊科のｴｱｺ

ﾝ改修工事を完了しました。9 月には大

規模改修工事の設計業者を決定し、3

月までに業務が完了しました。 

人事評価制度の導入 

・より納得性の高い人事制度の構築と働

きがいのある職場実現のため、 

人事評価制度（能力評価）の導入を進め

ます。 

令和 3 年度から制度を導入することと

し、職員説明会・評価者研修会の開

催を実施しました。 
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Ⅳ 各課の事業計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地 域 福 祉 課 

▲ コロナが収束したら… 

本所及び各支所にて、地域の方々のコロナ

収束後の「夢」を紹介しています。 

いつでも希望を持って、前を向いて生活し

ていきたいものです。 
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第 3 期安曇野市地域福祉計画・地域福祉活動計画の体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【
愛
称
】
福
祉
８
３
プ
ラ
ン
（
ふ
く
し
は
ち
さ
ん
プ
ラ
ン
） 

【
理
念
】
８
３
の
地
域
が
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
輝
か
せ
支
え
合
い
の
風
土
を
育
む
ま
ち
づ
く
り 

基本目標１  

支え合い安心して  

その人らしく  

暮らせる  

地域のしくみづくり 

基本目標２ 

生きる喜びを  

感じながら  

お互いの顔が  

見える関係づくり 

基本目標３  

地域の支えあいを  

担う人づくり 

１-１ 安心・安全のしくみづくり 

１-２ 生活課題を解決するしくみづくり 

１-３ 活動を推進する 

地域のネットワークづくり 

２-１ 健康・長寿と 

生きがいにつながる仲間づくり 

２-２ 子ども・子育てに係る 

        支え合いの関係づくり 

２-３ 誰もが活動参加できる環境づくり 

３-１ 福祉の意識を高める機会づくり 

３-２ 地域福祉活動の担い手づくり 

基本目標 施策・活動の目的 
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3-2-1 地域福祉の担い手育成       3-2-2 担い手を支えるしくみづくり 
・誰もが担い手となれる支援の展開        ・必要な時に専門的な支援を利用できる体制づくり 
・支え合い活動へのつなぎ             ・活動を互いに支え合える場づくり 

1-1-1 ８３区の支援体制の充実       1-1-2 防災･災害時の支え合い強化 
・地域コミュニティによる支援システムの構築   ・防災･減災につながる支え合いの推進 
・民生児童委員・児童委員への支援強化         ・避難行動要支援者への支援強化 
・犯罪･事故･消費者被害等の予防活動の推進 

1-2-1 包括的な相談支援体制の構築    1-2-2 予防を目的とした福祉の推進 
・総合相談支援体制の充実                     ・わかりやすい情報の発信 
・生活困窮者への支援強化                     ・見守り･声かけ･つなぐの定着促進 
・制度の狭間を支える体制及び社会資源の整備   ・生活課題の把握と対策の推進 

1-3-1 地域福祉活動への参加促進     1-3-2 地域協働のまちづくり 
・地域福祉の普及活動の推進                   ・  
・社会資源と福祉ニーズの把握と結び付け       ・専門性を活かした福祉活動の支援 
・関係機関における情報共有･機能的連携の促進 

2-1-1 健康･生きがいづくりの推進    2-1-2 活動拠点の拡充 
・健康に対する意識の向上                     ・  
・自発的に取り組む健康づくり                 ・当事者同士が支え合える場づくり 
・生涯学習による自己実現の推進 

2-2-1 子育てしやすい環境整備       2-2-2 次代を担う豊かな人づくり 
・子育てに対する相談支援の強化               ・地域への愛着を育む取り組みの推進 
・地域で子どもを育てる風土の醸成             ・子どもと家族を支えるしくみづくり 

3-1-1 福祉学習の推進              3-1-2 人権と共生の意識向上 
・共に生きる力を育む機会の提供           ・自立と尊厳の保持 
・地域の一員としての役割の啓発           ・多文化共生のまちづくり 

施策・活動の取り組み内容 

2-3-1 社会参加の機会と環境づくり    2-3-2 つながりあう地域づくり 
・地域社会からの孤立の防止                  ・多様な活動と参加の場づくり 
・地域共生社会の実現に向けた体制整備        ・地域文化の振興と福祉の融合 
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今だからできること 

今こそやるべきこと 

子どもも親も地域から孤立しないように(堀金・おむすび会) 

改めて考えてみました 

感染の拡大防止と 

社会活動の両立を 

感染防止に気をつけて活動(三郷・支部社協花植え) 

少しずつ試してみました 

新しい生活様式を 

取り入れた新しい 

支え合いとつながり 

「社会的距離」をとっての学び(豊科・マップ研修会) 

これからも継続します 
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◄ 「第３期地域福祉計画・地域福祉活動計画」

の冊子版（左）と、市内全戸に配布されたリ

ーフレット形式の概要版（右） 

地域福祉課 1 しくみづくり /1-1 安心・安全 /1-1-1 支援体制の充実 

事 業 名 地域福祉計画・地域福祉活動計画推進事業 

会計処理区分 社会福祉事業/地域福祉事業/支えあい事業  

 

目的と概要 「第 3 期安曇野市地域福祉計画・地域福祉活動計画 （以下、第 3 期計画 

※期間は平成 30 年 4 月からの 5 年間）は、これまで安曇野市が策定してきた地

域福祉計画と、当会が策定してきた地域福祉活動計画を一体化した計画です。

地域住民が主体となり、行政、市社協、関係団体、民間事業所等が連携し、住民

が抱える一つひとつの生活課題を解決していくことにより、「支えあい誰もが安心して

暮らせる福祉のまち 安曇野」の実現をめざすための指針が示されています。当会

の地域福祉事業も本計画に基づいて実践していきます。 

 

R2 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 
第 3 期計画に基づいた、84 地区社協の地域福祉活動計画を策定します。 

地区社協を対象とした説明会を開催します。 

指標と数値 地区説明会： 84/84 地区 ／ 地区地域福祉活動計画の策定： 84/84 地区 

結果と評価 
地区説明会はコロナ禍により上半期は実施できず、下半期から実施し、18 地区で開催しました。 

地区地域福祉活動計画は、市内 84 全地区で策定しました。 

今後の方針 
５年間の計画期間中の４年目を迎え、計画実行の振り返りを行い、また令和３年度下期から次期計

画への取り組みを行います。新しい様式を取り入れながら、地区説明会も実施していきます。 
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地域福祉課 1 しくみづくり /1-1 安心・安全 /1-1-1 支援体制の充実 

事 業 名 支部・地区社協活動の支援事業 

会計処理区分 社会福祉事業/地域福祉事業/支えあい事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目的と概要 支部・地区社協は、身近な生活圏域における住民主体の支え合い活動を推進す

る住民による組織です。地区社協(84 地区)は「顔の見える関係づくり」、「居場所づく

り」、「お互いさまの支え合い活動」等を地域(地区)の文化や実状に合わせて展開し

ます。支部社協（5 地域）は、地区社協活動を取りまとめ、共通課題の解決やノウハ

ウの共有を進めます。市社協は、これらの住民主体の地域福祉活動を、相談対応、

定例会、研修会及び情報発信等を通して専門的立場から支援します。 

R2 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 
第 3 期計画に基づき、84 地区社協ごとの地域福祉活動計画策定を支援します。 

他地域の先進事例等を情報共有し、同計画に反映できるよう併せて支援します。 

指標と数値 
支部運営会議の開催：年 6 回 /支部研修会・先進地視察等の実施：全 5 地域 

地区社協実践事例の発信： 広報誌特集記事掲載年 3 回 

結果と評価 
支部運営会議は、コロナ禍により 7 月より開催、年 5 回実施しました。支部研修会は、2 地域でのべ 3

回実施しました。当会の広報誌に地区社協紹介記事を４回掲載しました。 

今後の方針 
生活支援体制整備事業等の他事業とも連携・情報共有を図り、地区社協を中心とした住民主体の 

支え合い活動を支援していきます。「今だからできる」地域の活動についても、共に考えて行きます。 

◄ 三郷支部社協では、5 月 30 日（土）、

「花植え事業」を行いました。コロナ禍に

よって、例年とは異なり、ドライブスルー

方式で取りに来ていただいて、各地区で花

植えを実施しました。 
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地域福祉課 1 しくみづくり /1-1 安心・安全 /1-1-1 支援体制の充実 

事 業 名 安曇野市社協福祉員
．．．

の普及事業 

会計処理区分 社会福祉事業/地域福祉事業/支えあい事業 

 

目的と概要 福祉員は、「向こう三軒両隣」の自然な関係の中で、さりげなく「見守り」、日頃から

の「声かけ」、そして何か気になること、困りごとがあった時の相談窓口への「つなぎ

役」として期待されています。正式名称は「安曇野市社協福祉員」ですが、地域によ

り「結いっこあづみん(三郷)」、「ささえ愛(豊科)」等の愛称で呼ばれています。主に隣

組長がその役を担いますが、社協では安曇野市のすべての小地域において、福祉

員活動が定着していくことを目指しています。 

 

R2 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 
安曇野市社協福祉員の「役割」についての啓発を推進します。また、福祉員活動における好事例につ

いても把握していきます。 

指標と数値 ・第 3 期計画の説明会における福祉員の啓発： 40 回/5 地域 

結果と評価 
福祉員説明会は、下半期に１８地区で開催しました。福祉員の実態調査やアンケート調査を２地域で

実施しました。また福祉員ポスターデザインの更新を豊科地域で実施しました。 

今後の方針 
福祉員活動の実態調査やアンケート調査、ポスター啓発など、すべての地域で共有していきます。 

福祉員活動における好事例の把握に今後も努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◄ 福祉員のプレート 

隣組長さんが引き継い

でいきます。 

 

これらのプレートの裏

面には福祉員の役割を

示すシールを貼ってい

る地域もあります。▶ 
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地域福祉課 1 しくみづくり /1-1 安心・安全 /1-1-1 支援体制の充実 

事 業 名 
住民参加型有償在宅福祉サービス事業 

（しあわせ・あづみん） 

会計処理区分 社会福祉事業/地域福祉事業/支えあい事業 

 

目的と概要 「しあわせ・あづみん」は、公的・制度的なサービスでは解決できない生活課題を

「住民同士が助け合って解決する活動」です。「自分のできることで、困っている人の

役に立ちたい」というボランティアの気持を持った方が、生活の中で「困りごと」のある

方からの依頼に手をお貸しするしくみです。「お互いさま」の気持で地域のたくさんの

人がつながっていくことを目的としています。現在は社協の各支所で事務局を担って

います。 

 

R2 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 
この事業が住民同士の支え合いのしくみであることに視点をおき、より使いやすいサービスを目指し、

マッチングのガイドラインを随時見直していきます。 

指標と数値 
支援する会員相互の交流会：全体会 1 回／年 ・ 各支所 1 回／年 

事業を検証するための内部検討会：年２回以上 

結果と評価 
定期的に地域福祉係の担当者が集まる会議の折、運営や事例についての検討会を行いました。支援会員説明

会を２回行い、新規会員は１８名増となりました。年間利用実績は７４件で、前年比１３件増でした。 

今後の方針 
しあわせ・あづみんの仕組みを地域に広げていくと共に、情報発信に努めていきます。 

ケース検討会を随時行っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                            しあわせ・あづみんの仕組み 
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地域福祉課 1 しくみづくり /1-1 安心・安全 /1-1-2 防災・災害時対応 

事 業 名 防災・災害時の支え合い強化事業 

会計処理区分 社会福祉事業/地域福祉事業/共同募金事業 

 

目的と概要 地震や台風等による災害が実際に発生した時、地域のつながりやボランティア活

動が、とても大きな力になることを過去の災害から学びました。わたしたちには、防災

や災害時の支え合いについての「関心」を持ち続け、十分に「備え」、いざという時に

きちんと「行動できる」ことが求められます。当事業の目的は、このようなニーズに対

応するため、安曇野市又は近隣市町村が被災した時に、わたしたちは具体的に何

ができるのか、また何をすべきなのかを整理して、いざという時に備えることです。 

 

R2 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 
住民が災害を我が事ととらえ、日頃の支え合いや関係づくりの大切さを学ぶ機会づくりをします。また、

被災地支援の経験を、マニュアル等の作成や訓練に活かしていきます。 

指標と数値 
災害時住民支え合いマップ研修会の開催（支所単位で内容検討）：各支所 1 回／年 

事業継続計画（BCP）の見直しと関連マニュアルの作成・訓練の実施： 1 回／年 

結果と評価 
災害時住民支え合いマップ研修会を５地域全てで開催しました。市危機管理課・福祉課との「ボランテ

ィアセンター」合同勉強会を、長野市社協の方をアドバイザーとして参加いただき開催しました。 

今後の方針 
「災害ボランティアセンター設置等に関する協定書」について、市担当課との話し合いを設けるととも

に、「災害ボランティアセンターマニュアル」作成、および BCP（事業継続計画）の見直しを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◄ 豊科地域「災害時住民支え合

いマップ研修会」 

コロナ禍における、避難の仕方

や避難所の様子等について学び

ました。 
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地域福祉課 1 しくみづくり /1-2 生活課題の解決 / 1-2-1 相談体制構築 

事 業 名 地域包括支援センター運営事業 

会計処理区分 社会福祉事業/地域福祉事業/受託事業 

目的と概要 「地域包括支援センター」は高齢者が住み慣れた地域で、できるだけ自立した生

活を営むために、必要なサービスを必要なタイミングで継続的に利用できるしくみ・・・

「地域包括ケアシステム」を構築するための中核的存在として、高齢者の総合相談

支援、医療と介護の連携推進、認知症施策の推進、関係機関のネットワーク構築、

生活支援体制整備の推進、及び介護予防の推進等を担います。平成 23 年度に

「南部」、25 年度に「北部」の支援センターを安曇野市から受託しています。 

R2 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 
地域ケア個別会議を、地域生活課題を把握・集約するための有効な手段と捉え、併せて、地域の人

や機関がつながる機会とし、地域ネットワークをより盤石なものとします。 

指標と数値 
地域ケア個別会議の開催：南部 3 件／年 ・ 北部 2 件／年 

３地域包括支援センターでの「地域ケア連携推進会議」からの課題提案：2 件／年 

結果と評価 
地域ケア個別会議を通じ、地域や関係者のネットワークが構築でき、支援体制が充実しました。また、

地域ケア連携推進会議では、高齢者に共通する課題に対し３センターが協働して検討できました。 

今後の方針 
地域ケア個別会議での課題を集約し、地域ケア連携推進会議につなげていきます。 

また、認知症に関する課題を抱える方への支援体制（チームオレンジ）づくりも充実させていきます。 

地域包括支援センターの実績及び次年度目標 

 センター名 H29 H30 R1 R2 目標 R2 

相談件数（件） 南部包括 3,420 3,261 3,485 3,500 3,606 

北部包括 4,160 5,105 5,653 5,200 5,832 

地域ケア会議 

（件） 

南部包括 2 5 3 3 1 

北部包括 10 1 1 2 2 
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地域福祉課 1 しくみづくり /1-2 生活課題の解決  / 1-2-1 相談体制構築 

事 業 名 生活困窮者自立相談支援事業 

会計処理区分 社会福祉事業/地域福祉事業/受託事業 

 

目的と概要 生活困窮者自立支援法に基づき、生活困窮者（現に経済的に困窮し、最低限

度の生活を維持することができなくなるおそれのある者）の経済的な自立促進を図る

ことがこの事業の目的です。主として相談対応、自立支援計画の作成及び関係機

関との連絡調整を行います。平成 27 年度に安曇野市から受託し、自立相談支援

事業を進めています。 

 

R2 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 
相談者の目の前にある課題のみならず、今後起こりうる課題にも目を向け、自立した生活を行うことを

目標にプランの作成を行います。 

指標と数値 
新規プラン作成件数：年 25 件 

状況に応じた際プラン作成：年 10 件 

結果と評価 
プラン作成件数 11 件でした。新型コロナウイルス特例貸付の返済が困難になることが予想される世帯

や、住居確保給付金を長期利用する世帯のプラン作成が現時点から徐々に増加しつつあります。 

今後の方針 
新型コロナウイルスの影響を受け、失業や収入減で今後も相談数が増加することが考えられます。特

例貸付の返済に関する相談も増えることが予想されるため関係機関と連携して支援を進めます。 

生活困窮者自立支援事業の利用者数 （人） 

項 目 H28 H29 H30 R1 R2 目標 R2 

利用実人数 276 327 306 268 -- 888 

内・新規利用者 159 143 122 125 -- 620 

生活困窮者自立支援事業の支援実行件数 （件） 

緊急小口資金 15 6 13 12 -- 4 

食糧支援 35 39 32 37 -- 96 

就労支援 30 31 17 29 -- 30 

個別プラン作成 21 21 16 21 -- 11 

住居確保給付金 3 3 1 9 -- 63 

新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ延長貸付 -- -- -- -- -- 337 
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地域福祉課 1 しくみづくり /1-2 生活課題の解決 /1-2-1 相談体制構築 

事 業 名 日常生活自立支援事業 

会計処理区分 社会福祉事業/地域福祉事業/受託事業 

 

目的と概要 認知症高齢者、知的障がい者及び精神障がい者等、判断能力が不十分な方の

権利を擁護し、必要なサービスを適切に利用して自立した地域生活が営めるよう、

福祉サービスの利用援助を行うことが目的です。当事業は権利擁護分野のケース

ワークにおける中心的な事業であり、様々な社会保障制度への「つなぎ役」、さらに

は成年後見制度を補完するという役割を果たしながら、権利擁護ニーズを抱えた相

談者の課題解決を進めていきます。 

   

R2 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 
成年後見制度利用促進に向けた体制整備を念頭に、制度利用が望ましい現契約者がスムーズ

に移行できるよう、制度関係者とのネットワークづくりを積極的に行います。 

指標と数値 成年後見制度・人権擁護に関する連絡会やケース検討会への出席：6 回／年 

結果と評価 
連絡会への出席はできませんでした。成年後見制度への適切な移行に加え、契約者にとってより

望ましい支援者への移行は実施できました。移行件数 2 件（入所施設・親族） 

今後の方針 
成年後見制度移行に加え、契約者本人を現在の状況より適した支援者等へ移行し、緊急性や

必要性が高い新規相談者の受け入れ体制を整えることを目指していきます。 

 

 

 

日常生活自立支援事業の利用者数 （人）   

項 目 Ｈ28 Ｈ29 H30 R1 R2 目標 R2 

利用実人数 44 43 52 54 -- 57 

内・新規利用者 8 10 18 8 -- 8 

契約待機 6 1 2 8 -- 7 

認知症高齢者 18 17 22 18 -- 19 

精神障がい者 13 13 13 16 -- 19 

知的障がい者 12 13 17 20 -- 19 
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地域福祉課 1 しくみづくり /1-2 生活課題の解決 / 1-2-1 相談体制構築 

事 業 名 生活福祉資金貸付事業 

会計処理区分 社会福祉事業/地域福祉事業/受託事業 

 

目的と概要 長野県社会福祉協議会からの受託事業です。低所得者、障がい者及び高齢者

を対象に資金の貸付と必要な相談支援を行うことにより、その経済的自立及び生活

意欲の向上を図り、住み慣れた地域で安定した自立生活が送れるようにすることが

目的です。安曇野市における貸付件数の内、「教育支援資金」及び「緊急小口資

金」が約 7～8割を占めています。仕事に就いていない相談者については、就労に向

けた「つなぎ役」としての支援も行います。 

 

R2 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 
借受人が「資金を借りて家計を立て直す」という意識が持てるよう、家計改善事業へのつなぎや償還

早期滞納者への連絡と状況把握を積極的に行う。（特に緊急小口資金。） 

指標と数値 
緊急小口資金借受人の家計改善事業へのつなぎ：新規件数のうち 50％ 

償還早期滞納者への連絡：月 1 回 

結果と評価 
新型コロナウイルス特例貸付の相談件数増加により、指標に示す通常の貸付が行えませんでしたが、

「特例貸付」からの家計改善支援事業への連携は約 40％とすることができました。 

今後の方針 
令和 3 年 6 月末に特例貸付の受付が終了します。よって貸付以外に就労支援や借金返済等で支援

を必要とする世帯に対し「生活困窮者自立相談支援事業」とより密接に連携していきます。 

 

 

生活福祉資金貸付事業の貸付及びその内訳 （件）   

項 目 Ｈ28 H29 H30 R1 R2 目標 R2 

貸付件数 171 165 175 188 -- 1，275 

内新規貸付件数 29 20 26 24 -- 1，105 

総合支援資金 0 3 3 1 -- 5 

福祉資金（福祉費） 9 3 6 4 -- 3 

福祉資金（緊急小口） 15 6 13 12 -- 4 

教育支援資金 5 8 4 7 -- 7 

新型コロナウイルス特例貸付 -- -- -- -- -- 1，086 
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地域福祉課 1 しくみづくり /1-2 生活課題の解決 /1-2-1 相談体制構築 

事 業 名 心配ごと相談事業 

会計処理区分 社会福祉事業/地域福祉事業/受託事業 

 

目的と概要 「心配ごと・行政相談」は、住民が抱える様々な心配ごとに対して、民生児童委

員、人権擁護委員又は行政相談委員等が面談し、解決につなげていく事業で、社

協の各支所で概ね月 2 回開催します。また、法律的措置が必要なケースについて

は、「無料法律相談」を月１回別途開催し、司法書士が対応しています。社協の職

員は相談記録等を担当する他、必要に応じて社協事業又は地区社協活動への「つ

なぎ役」を務めます。 

   

R2 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 新任の民生委員、地域のケアマネなど地域住民と多く触れ合う方々を介して事業周知を行います。 

指標と数値 
地区民生委員・児童委員定例会での周知：１回／年 

ケアマネジャー等連絡会での周知：2 回／年 

結果と評価 

新型コロナウイルス感染症による「目標と手段」への影響 →  あり ・ なし 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、各関係機関の定例会等での周知活動は行う

ことができませんでした。 

今後の方針 

下半期には、地区民生委員・児童委員協議会定例会において事業周知の説明会を行う予定です。 

相談員研修会の開催が未定であることから、増加している相談内容に対応した参考図書を相談員に

配布するなど、研修会に代わる対応を考えていきます。 

 

心配ごと相談事業における相談件数 （件）及び主な相談内容 （多い順） 

項 目 H28 H29 H30 R1 R2 目標 R2 

相談件数 84 83 76 67 75 45 

相談内容１ 家族・親族 家族・親族 

子育て 

家族・親族 

子育て 

家族・親族 

子育て関係 

-- 家族・親族 

子育て 

相談内容２ 遺産相続 土地・建物 遺産相続 高齢者の暮

らし・サービス 

-- 結婚・離婚 

問題 

相談内容３ 土地・建物 近隣住民 近隣住民 生計困難・ 

多重債務 

-- 遺産相続 

財産分与 

無料法律相談 12 12 7 12 10 9 
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地域福祉課 1 しくみづくり /1-3 ネットワークづくり/1-3-1 活動参加促進 

事 業 名 生活支援体制整備事業 

会計処理区分 社会福祉事業/地域福祉事業/受託事業 

 

目的と概要 生活支援体制整備事業では、日常生活上の支援が必要になっても住み慣

れた地域で安心して、生きがいをもって暮らすことのできる地域づくりを

目指し、「住民が主体」となった支え合い活動の取り組みを推進していきま

す。また、多様な主体による生活支援・介護予防サービスの提供体制を構

築するため、分野の枠を超え、あらゆる地域資源と連携を図ります。さら

に第 2 層協議体の運営を通して生活支援ニーズ及び地域資源の把握を行い

地域の高齢者等が抱える課題解決に向けて取り組みを進めます。 

                

R2 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 
互いに支え合える地域づくりに向け、この事業についての啓発及び区長会との連携を深め、 
協議体・学習会等への協力を得ていきます。 

指標と数値 
説明会実施：目標 40 地区 学習会実施：目標 4 地区（1 地区 1 回）  

区長会との連携：まちづくり専門部会への参加・区長会への参加：1 回/年 

結果と評価 
説明会実施：24 回  協議体開催：穂高 4 回/三郷 4 回/堀金 2 回/明科 4 回 集合での会議実

施が困難だったためアンケートによる意見集約を行いました。 先進地視察：1 回（三郷地域） 

今後の方針 
感染症対策を講じ、再開可能なことから行うと共に、コロナ禍における活動相談に積極的に応じてい

きます。区長会との連携を深め、地域課題の共有・解決に向けて一緒に取り組めるようにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲地域の『たまり場』づくりをテーマにしている三郷地域協議体

で、明科にある『のきさきカフェ』を視察。住民が身軽に

寄り合いつながれる場を検討。 

▲困りごとのカードを 3 枚選び、グループの中でその困りごとを

解決する『助け合い体験ゲーム』を実施。ゲーム感覚でニーズ

の把握や担い手の発掘を体験。 
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域福祉課 1 しくみづくり /1-3 ネットワークづくり/1-3-2 協働のまちづくり 

事 業 名 ボランティアセンター事業 

会計処理区分 社会福祉事業/地域福祉事業/共同募金事業 

 

目的と概要 地域福祉活動を推進していくためには、地域住民だけでなく、関係団体や

関連事業者はもとより、あらゆる民間組織との協同を視野に入れて展開して

いくことが求められます。各々の得意分野や専門性を活かした支え合いの活

動を包括的かつ継続的に支援するためのネットワークの拠点として、ボラン

ティアセンターの機能の充実を図ります。また、災害時・復興時の助け合い

の拠点としての機能充実と関係機関との連携強化を図ります。 

                

R2 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 
ネットワークの拠点としての機能の充実を図るために、市民活動センターや福祉団体等と連携し、お互

いさまの活動（ボランティア活動）の推進と活動者の育成を図ります。 

指標と数値 
ボランティア強化月間の実施 参加者：20 人 

支所ボランティアセンターの機能向上、職員育成を目的とした学習会の開催：6 回／年 

結果と評価 
ボランティア強化月間は未実施です。7 月から市内小・中学校での消毒ボランティア活動を実施し、延

べ 5,183 人が参加しました。4 月当初から、コロナ禍で「今だからこそできること」を企画実施しました。 

今後の方針 
新しい生活様式の中で、ボランティア等支え合いの活動が継続できるような支援を行っていきます。 

「防災」をキーワードとして、地域でのお互いさまの活動の支援や災害ボランティアの育成を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲小・中学校消毒ボランティア 

各学校の校長先生・生徒の皆さんから、ボラ

ンティアの皆さんへ感謝のお手紙や感謝の言

葉が届きました。 

 

▲シトラスリボンプロジェクト・医療従事者支援募金 

 R3 年 3 月 31 日まで、本所・各支所の窓口で募金を

実施。合計 107.401円が集まり、県「助け合いふるさと

募金」医療従事者枠へ送金しました。 
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地域福祉課 1 しくみづくり /1-3 ネットワークづくり/1-3-2 協働のまちづくり 

事 業 名 デマンド交通運行管理事業（あづみん受付センター） 

会計処理区分 公益事業/公益事業/デマンド交通事業 

 

目的と概要 安曇野市の地域公共交通システムのうち、予約型の乗合タクシー「デマンド交通

あづみん」の運行管理業務を平成 19 年から安曇野市地域公共交通協議会から委

託されています。「デマンド交通あづみん」は市内のどなたでも利用できますが、特に

高齢者や障がい者等の足としても活躍しています。利用料金は 1 人 1 乗車 300 円

(小学生及び障がい者は 100 円)です。社協本所の「あづみん受付センター」では主

に予約受付、運行ルート作成、配車業務を行っています。 

 

R2 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 
より多くの方が、あづみんを利用することで「社会参加」「健康づくり」「人との交流」「自己実現」に繋がる

よう、その更なる利便性の向上に努めていきます。 

指標と数値 市担当課と共に運行管理システムの視察研修を実施：1 か所 

結果と評価 

年間利用者数 75,970 人は前年度の 85.9％（1 日平均 49 人減）で、乗車定員減などコロナ対応の

影響がうかがえました。一方で 100 円利用者の割合 53.8％は過去最高で、需要の高さがうかがわれ

ます。システム視察は、岐阜県養老町と山梨県北杜市に赴き、その後具体的な検討が続いています。 

今後の方針 
利用者の利便性の向上については、受付システムの機能向上を軸に、より安全な運行、安全な乗降

など多角的な視点をもって検討を進めていきます。 

 

 

 

デマンド交通の利用延人数 （人） 

項 目 H28 H29 H30 R1 R2 目標 R2 

年間延人数 85,365 85,123 86,273 86,681 88,440 75,970 

男性 21,790 21,439 21,757 22,702 22,995 24,250 

女性 63,389 63,586 64,449 63,913 65,445 51,686 

60 歳以上 60,180 58,856 60,594 59,382 60,935 49,107 

障がい者・小学生 40,587 42,011 41,840 42,775 43,335 40,799 
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地域福祉課 2 関係づくり /2-1 健康・長寿・生きがいづくり /2-1-1 生きがい 

事 業 名 朗人大学の運営事業 

会計処理区分 社会福祉事業/地域福祉事業/受託事業 

 

目的と概要 60歳以上の方を対象とした朗人大学の主な目的は、「学生」たちが新たな知識を

習得しながら健康づくり、生きがいづくり、及び仲間づくりを行うこと、そして学生の優

れた能力や経験を広く地域づくりに役立てていただくことです。講座は健康、生活、

文化、地域福祉、趣味等の教養講座及び実践講座があり、月に 1 日ずつ（年間 12

日）開催します。また「ボランティア実践講座」だけでなく、学生による地域活動の更

なる推進に向け、社協事業との連携も図っていきます。 

 

R2 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 
「ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ実践講座」へ参加後、振り返りと実践発表の講座を行い、在学中・卒業後も地域の支え合

い活動へ参加するきっかけを作り、活動が継続できるよう支援します。 

指標と数値 
学生へのアンケート『朗人大学卒業後、「地域の支え合い活動」に参加したいと思いますか？』 の“思

う”への回答率：５０％以上 

結果と評価 
9 月入学者数 66 人、3 月卒業式修了者 55 人でした。ボランティア実践講座に 46 人が参加、その

活動をまとめた新聞を作りました。アンケートで地域活動等への関心が“高まった”が 96.2％でした。 

今後の方針 
アンケート結果において、地域の支え合い活動に“参加したい”が 53.8％でした。こうした方たちや、地

域福祉人材バンクへの登録者（今年度 16 人）について、ボランティア活動へつなげていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◄ 令和 2 年度 9 月入学式の様子 

66人の学生は午前・午後に分かれ、

学習します。写真は、午前の部 1班

～5 班の、正副班長の自己紹介の

場面。 
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地域福祉課 2 関係づくり /2-1 健康・長寿・生きがいづくり / 2-1-2 活動拠点 

事 業 名 地域住民グループ支援事業（サロン活動の推進） 

会計処理区分 社会福祉事業/地域福祉事業/共同募金事業 

 

目的と概要 新総合事業では「ふれあい・いきいきサロン」を介護予防に資する住民運営

の「通いの場」として位置付けています。住民同士のふれあい・支え合いの場だ

けでなく、介護予防、生きがいづくり、生活課題への気づきの場としての機能が

期待されています。「支え合い安心してその人らしく暮らせるしくみづくり」の一環

としてサロンを推進し、住民の自発的・自律的な活動として発展していけるように

支援します。 

 

R2 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 
ふれあい・いきいきサロンの「意義」や「目的」を伝える場を設け、異なる活動・立場

の人たちがつながり、多様な活動の在り方を認め合える様支援する。  

指標と数値 サロンの意義や目的の共有の場：2 回/年（サロン交流会・地域の世話やきさん講座） 

結果と評価 
コロナ禍により従来の形から手法を変えて実施しました。「サロンアンケート集計結果

&ヒント集」の発行・送付を行いました。（アンケート回答：121 団体/123 団体中） 

今後の方針 コロナ禍においても「つながり」を絶やさない地域活動の提案や相談支援を行っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◄ コロナ禍によりサロン交流会が開催

できないため、各地区の活動状況や課

題を把握するためのアンケート調査を

実施しました。 

ほとんどの地区がサロンを自粛せざる

得ない状況の中で、地域のつながりの

切れない活動の提案や、サロン再開時

における留意点などまとめたヒント集を

発行しました。 
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地域福祉課 2 関係づくり /2-3 誰もが活動参加できる /2-3-2 つながり合い 

事 業 名 ふれあいバスの旅事業 

会計処理区分 社会福祉事業/地域福祉事業/共同募金事業 

 

目的と概要 市内にお住まいの高齢者、心身に障がいのある方、家族介護者及びボランティア

等が一緒に参加する恒例の日帰りバス旅行です。日頃は旅行に行くことが困難な方

でも、安心して旅を楽しんでいただくとともに、参加者がお互いに交流し、当事者同士

のつながりのきっかけをつくることが目的です。参加費は概ね 4,000 円程度で、毎年

のアンケート結果を参考にして社協職員がツアーを企画し、毎年 400 名程が参加し

て好評をいただいております。 

 

R2 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 
参加者同士やボランティアとのふれあいの充実を図ります。また、学生や企業のボランティアの活躍の

場とします。 

指標と数値 
参加者アンケート‶大変満足・満足〟の回答：90％以上 

学生・企業のボランティア参加者数：20 人 

結果と評価 新型コロナウイルス感染拡大防止のため実施を見送りました。 

今後の方針 
新型コロナウイルス感染防止に努めながら、目的地を県内とし、人数制限を設ける等、実施可能な方

法を検討していきます。 
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地域福祉課 3 人づくり /3-1 福祉の意識を高める /3-1-1 福祉学習推進 

事 業 名 福祉学習推進事業 

会計処理区分 社会福祉事業/地域福祉事業/共同募金事業 

 

目的と概要 学校と地域が連携し、子どもたちの「福祉のこころ」を育むために体験や学習を支

援し、世代間の交流を通して大人と子どもが共に学びあう福祉学習を推進します。ま

た、住民が「わたしたちの地域を、わたしたちでつくっていく」ために、サロン活動や地

域学習会等を利用して地域の福祉力の強化に努めます。「教える-教わる」関係で

はなく、地域住民一人ひとりが自ら気づき、自ら行動していくことを、社協のボランティ

アコーディネーターが中心となって支援していきます。 

 

R2 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 
教育委員会・学校・地域と連携し、福祉学習に関わる方を対象とした講座を開催します。また、地域の

多様な人・団体を「福祉学習」を通してつないでいきます。 

指標と数値 
福祉教育研修会の開催：1 回／年 

企業等と福祉を繋いでいくための職員向け「SDGｓ」※の学習会を開催：年 3 回／年 

結果と評価 
福祉教育研修会・学習会は開催できず、その代替として市内すべての学校（21 校）を訪問しました。コ

ロナ禍での福祉学習のあり方等について担当の先生と意見交換することができました。 

今後の方針 
消毒ボランティア活動により学校と地域にできたつながりを足掛かりとして、コミュニティースクールの推

進を更に図ります。 

※ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）…2015 年 9 月の国連サミットにおいて採択された国際目標。「地球上の誰一人として取り残さない」ことを理

念とし、17 のゴールと 169 のターゲットで構成された行動計画が定められている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▲堀金中学校 福祉体験学習 

コロナ禍により、学校での福祉体験学習の実施が困難な中、9 月に入りようやく実施することができました。 
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◄12 月に全戸配布された、紙面による「福

祉活動実践発表」。各地域の、工夫と努

力による地域づくり活動を紹介。裏面には

市社協が推進した地域づくり事業を紹介し

ました。 

地域福祉課 3 人づくり /3-1 福祉の意識を高める /3-1-1 福祉学習推進 

事 業 名 社会福祉大会の開催 

会計処理区分 社会福祉事業/地域福祉事業/支えあい事業 

 

目的と概要 学校・地域における福祉活動の実践発表及び福祉にまつわる講演会等を通し

て、住民自らが地域の中にある「生活課題」を意識し、地域における「支え合い」の大

切さに気づき、活動参加への意欲ときっかけづくりとなることを目指します。大勢の住

民が福祉をテーマに集う場であり、世代を超えた福祉学習、福祉に関する情報発

信、様々な人の社会参加と交流の場でもあります。令和 2 年度は 9 月 26 日（土）

を開催予定日としています。 

 

R2 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 
より多くの市民が集まり、地域福祉活動への関心を高めていただけるよう、身近な地域住民や学校に

おける福祉活動の実践事例の紹介を行う 

指標と数値 実践事例発表：2 事例 / 来場者数：600 人～700 人 

結果と評価 
通常開催は中止し、代替事業として、コロナ禍において工夫して開催された地区社協等の取り組みを

紙面にまとめ 12 月に市内全戸配布しました。形を変えての福祉活動実践発表の場となりました。 

今後の方針 
令和 3 年度は 9 月 25 日(土)が開催予定日となっていますが、コロナ禍において、実施すべき内容と

実施できる方法を、従来の形式に捉われない工夫や発想の中で精査していきます。 
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◄9 月に実施した地域の世話やきさんスキルアップ講座 

 自宅でも楽しめる立体パズル作りに挑戦しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域福祉課 3 人づくり / 3-2 活動の担い手づくり / 3-2-1 担い手育成 

事 業 名 地域福祉を担う人材育成事業 

会計処理区分 社会福祉事業/地域福祉事業/共同募金事業 

目的と概要 地域福祉活動の充実が謳われる中、地域のあらゆる住民が役割を持ち「支え手」

や「受け手」を分けることなく、お互いに支え合う相互支援の意識づけが求められてい

ます。「誰もが担い手」として活躍できる地域づくりを実現するため、福祉教育をベー

スとした啓発と、意識づくりとしての学習会を継続して行い「誰もが担い手」となれる人

づくりを行っていきます。また、地域住民における相互支援の実例を広く紹介すること

で「誰もが担い手」の裾野を広げていきます。 

R2 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 
地域の世話やきさん講座や体制整備事業の地区学習会等を通して、地域を支える人づくりを行

っていきます。 

指標と数値 
地域の世話やきさん講座の開催：4 回シリーズ講座/スキルアップ講座 3 回/年 

地区学習会の開催：4 地区（4 地域でそれぞれ 1 ずつ） 

結果と評価 
地域の世話やきさんスキルアップ講座：５支所に会場を分散し開催：計 28 名参加 

地域の世話やきさんシリーズ講座：コロナ禍における地域活動をテーマに開催：３回/延べ 59 名参加 

今後の方針 コロナ禍においても「つながり」を絶やさない地域活動の具体的な手法を伝達する「場」を作ります。 
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地域福祉課重点テーマに向けた各支所における重点３事業【豊科支所】 

地域福祉課重点テーマ 

【互いに支え合う地域づくりに向けて「人づくり」と「つながりづくり」を推進します】  

重点事業１．地域福祉運営事業 会計区分：社会福祉事業／地域福祉事業／地域福祉運営 

目標 
支所・老人福祉センター機能をより多くの住民に周知し、気軽な住民の交流の場とし、活発な自主活

動を促します。【指標】年間センター利用者数   【目標数値】22,500 人（前年度+400 人） 

具体的な手法 ・活動グループ一覧表の作成、配布・年 2 回の清掃活動後の交流会開催・活動成果を披露する文化祭開催 

「人づくり」 

の効果 

他者との交流や活動への参加により自身の生活意欲の向上や仲間づくりに繋がり、閉じこもり予防、健康維持が

期待できます。 

「つながり」 

の可能性 

センター利用や活動へ参加する仲間同士が相互に支え合う関係につながる可能性があります。 

グループ活動や文化祭を見た人に新たな活動参加を促すことが期待できます。 

評価及び 

今後の方針 

利用者数 11,835人（達成率 53％）。コロナ感染拡大予防のため閉館あるいは一部利用の制限により利用数が

半減しました。一方、安全な施設利用を目指し、利用団体懇談会を年 4 回開催し、意見をうかがう中から規則

改正を行いました。今後は更に利用者の安全を確保し、安心した利用と利用者の生きがいづくりに寄与していき

ます。 

 

重点事業２．支部・地区社協機能強化支援事業 会計区分：社会福祉事業／地域福祉事業／ふれあいのまちづくり 

目標 
住民が主体的に支え合う地域づくりを推進します。 

【指標】災害時支援体制づくり研修会・福祉学習会の開催 【目標数値】全体 1 回・地区 5 回 

具体的な手法 
・災害時に避難行動要支援者と実際に支援する人をマッチングする手法について学ぶ研修会を開催します。 

・日常的に住民同士が声を掛け合い、支え合わなければならない事を認識するための学習会を開催します。 

「人づくり」 

の効果 

・災害時の避難体制づくりに各人の立場から危機感を持って取り組んでいただく事が期待できます。 

・住民一人ひとりが支え合う地域の一員という自覚を持っていただけることが期待できます。 

「つながり」 

の可能性 

・要支援者と支援者をつなぐことで、日常的な見守りや支援につながることが期待できます、 

・住民全体が支え合う地域づくりを目指すことで日常的な交流が生まれることが期待できます。 

評価及び 

今後の方針 

災害時ささえあいマップ研修会 1 回開催しました。規模を縮小（60 人の参加）して開催したが、災害

の備え、マップの必要と避難のあり方を学びました。福祉学習会の開催は 1 地区でした。今後、各区

の学習会の開催を目指し、コロナの影響が続けば、広報等による情報提供も必要と考えています。 

 

重点事業３．閉じこもり高齢者交流事業 会計区分：社会福祉事業／地域福祉事業／共同募金 

目標 
独居高齢者などの閉じこもり予防のため、サロン等への参加を促します。 

【指標】地区で独居高齢者を対象としたサロンの開設 【目標数値】3 地区 

具体的な手法 
・地区で実施するサロンの案内を民生委員さんから独居高齢者に伝え誘っていただきます。 

・独居高齢者が参加しやすいサロンが無い地区には新たなサロン開設を促しサポートします。 

「人づくり」 

の効果 

・サロン等への参加により、閉じこもりがちな独居高齢者の心身の健康維持が期待できます。 

・地区役員等の方々が地域の独居高齢者の状況を知り、見守り支援者となっていただけます。 

「つながり」 

の可能性 

・独居高齢者が地域住民と交流し、地域とのつながりができます。 

・地域の高齢者の生活課題を知る機会が増え、課題解決への取り組みが期待できます。 

評価及び 

今後の方針 

ひとり暮らし高齢者事業「いかねぇ～かい」がコロナの影響で 9 回予定が 5 回でした。また地区社

協による独居高齢者対象のサロン開設はありませんでした。今後、コロナ禍の中、地区社協の創意工

夫による独居高齢者対象のサロン開催と閉じこもりがちな高齢者支援の施策を検討していきます。 
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地域福祉課重点テーマに向けた各支所における重点３事業【穂高支所】 

地域福祉課重点テーマ  

【互いに支え合う地域づくりに向けて「人づくり」と「つながりづくり」を推進します】  

重点事業１．支えあい活動の推進事業 会計区分：社会福祉事業／地域福祉事業／支えあい事業 

目標 
小地域における住民主体の「支え合いのしくみづくり」を推進します。 

【指標】住民主体の学習会又は福祉員説明会への職員出向回数   【目標数値】10 回 

具体的な手法 学習会のチラシを作成する等、地区社協会長等に年度当初から開催を働きかけます。 

「人づくり」 
の効果 

学習会をきっかけとして、当該地域における支え合い活動の担い手づくりを支援します。 

「つながり」 
の可能性 

隣組・常会・地区等、地域内における「個」のつながり、区・地区社協・育成会・公民館等の「住 

民組織」のつながり及び支え合い活動に係る団体・民間事業所等の「関連組織」とのつながりが期 

待できます 

評価及び 
今後の方針 

学習会等の依頼が 1 地区のみであったため、地区社協会長を対象として、上半期にはご自宅訪問（一部来

所）による個別面談を、下半期には電話調査による実態把握・活動支援を 24 全地区で実施しました。 

 

重点事業２．ボランティアセンター運営事業 会計区分：社会福祉事業／地域福祉事業／共同募金事業 

目標 
ボランティア活動の担い手を支援し、活動の維持・発展を図ります。 

【指標】担い手の情報交換会開催数 / 活動中のサロン訪問回数  【目標数値】4 回 / 4 件 

具体的な手法 
ボランティアセンターの主催で情報交換会を開催し、効果的に運営します。 

既存のサロンに職員が訪問し、課題及びニーズをキャッチして必要な支援をします。 

「人づくり」 

の効果 
ボランティア活動の担い手を支援することにより、活動の継続・発展・広がりを図ります。 

「つながり」 

の可能性 

担い手同士がつながることにより、取り組みの課題やノウハウを共有し、お互いの支えあいや活動

の発展につながることが期待できます。 

評価及び 

今後の方針 

情報交換会 4 回、サロン訪問を 3 回実施しました。また、「わんぱく広場＆ふれあい祭り」の代替企画として「防

災 地域のたんけん隊」をボランティア団体及び地区社協等の協力により、全地区で開催できました。 

 

重点事業３．福祉センター管理運営事業 会計区分：社会福祉事業／地域福祉事業／受託事業 

目標 
福祉活動の拠点機能として、「情報の見える化」を充実させます。 

【指標】見える化整備の実施期限   【目標数値】7 月末まで 

具体的な手法 ロビー掲示板を整備活用し、相談窓口、ボランティア情報等をわかりやすく「見える化」します。 

「人づくり」 
の効果 

ボランティア情報や福祉学習の広報を強化することにより、活動の担い手づくりにつなげます。 

「つながり」 
の可能性 

相談窓口の見える化により、生活課題の解決につなげるとともに、当会と関連機関との連携を強化 

します。また、取り組みの見える化によって担い手同士のつながりも期待できます。 

評価及び 
今後の方針 

ロビーと貸館の 3 密防止かつ利便性向上を図り、8 月にリニューアルオープンしました。内容は相談・打合せコ

ーナー新設、ボランティア情報及び利用者参加型パネル設置等です。今後も更なる機能充実を継続します。 
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地域福祉課重点テーマに向けた各支所における重点３事業【三郷支所】 

地域福祉課重点テーマ  

【互いに支え合う地域づくりに向けて「人づくり」と「つながりづくり」を推進します】  

重点事業１．三郷福祉教室 会計区分：社会福祉事業／地域福祉事業／その他(三) 

目標 
住民が福祉や支え合いについて考える機会を作ります。 

【指標】福祉教室の開催   【目標数値】年 1 回 (全 4 回講座で実施) 

具体的な手法 
地域での助け合いやボランティアに関する講座を通して福祉に対する意識の向上を図ります。 

グループワークなど参加者が主体的に参加できる講座を行います。 

「人づくり」 

の効果 

支え合いのまちづくりや福祉への理解、知識を深め、住民の福祉に対する意識向上を図ることが人

づくりに繋がります。 

「つながり」 

の可能性 

4 回の講座の中で顔見知りになり、グループワークを取り入れた講座を行うことで参加者同士のつ

ながりづくりが期待できます。 

評価及び 

今後の方針 

令和 3 年 2 月より全 4 回講座で実施しました。令和 2 年度は新型コロナウイルス感染症とそれに関

連した差別や偏見について、正しい理解を深めるための講座を実施しました。今後も時世に沿った

内容で地域の支え合いに繋がる講座を実施していきます。 

 

重点事業２．地区社協活動の推進 会計区分：社会福祉事業／地域福祉事業／ふれあいのまち 

目標 
地区社協活動を通して住民に互助活動の重要性を理解してもらい、地域づくりの推進を図ります。 

【指標】地区説明会の実施   【目標数値】7/14 地区で実施する 

具体的な手法 
年度当初から地区社協会長に依頼し、地区社協や区の会議で社協の取り組みついて説明させていただく時

間をとってもらいます。 

「人づくり」 

の効果 
住民同士の交流や支え合いの大切さを知る人をつくることにつながります。 

「つながり」 

の可能性 

いきいきサロンなど地区社協・区・公民館事業、民生児童委員、地域包括支援センター、市社協などへのつな

がりが期待できます。 

評価及び 

今後の方針 

新型コロナウイルス感染症拡大により、地区説明会の実施ができませんでした。代わりに「今だか

らできる」情報誌を作成し、地区社協会長へ配布しました。また、地区社協会長会議にて社協の事

業・取り組みについて説明しました。今後は各地区での取り組みについて支援していきます。 

 

重点事業３．福祉員活動の普及 会計区分：社会福祉事業／地域福祉事業／地域福祉運営・共募・高齢者 

目標 
地域住民に「安曇野市社協福祉員」の役割を理解してもらい、活動の浸透を図ります。 

【指標】①福祉員研修会の開催 ②高齢者安心訪問事業の実施【目標数値】①②ともに年１回実施 

具体的な手法 

福祉員となっている隣組長に直接研修会の案内を行い、一人でも多く参加してもらえるようにします。高齢者

安心訪問を通して、福祉員活動の機会をつくります。地域内の高齢者にも福祉員の存在を知ってもらう機会と

なります。 

「人づくり」 

の効果 
隣近所での支え合い、助け合いの心を持った人をつくることに期待できます。 

「つながり」 

の可能性 

隣近所を中心としたつながりづくりに期待ができます。また、地区のいきいきサロン、老人クラブ、地区社協・区

の事業、民生児童委員、地域包括支援センター、市社協、市役所とつながる可能性があります。 

評価及び 

今後の方針 

5 月に予定していた福祉員の研修会は中止しましたが、高齢者安心訪問事業は粗品に児童のメッセ

ージをつけて実施し、福祉員としての活動の機会を作りました。今後は高齢者安心訪問事業を継続

するとともに、福祉員の研修会を地区ごとに開催するよう働きかけます。 
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地域福祉課重点テーマに向けた各支所における重点３事業【堀金支所】 

地域福祉課重点テーマ  

【互いに支え合う地域づくりに向けて「人づくり」と「つながりづくり」を推進します】  

重点事業１．支部・地区社協活動の支援 会計区分：社会福祉事業／地域福祉事業／支えあい事業 

目標 
地域での支え合い(互助)活動の重要性を理解していただき、支部地区社協の活動を支援していきま

す。【指標】①地区説明会 ②支部社協だより記事掲載 【目標数値】①全 9 地区 ②1 回/年 3 回 

具体的な手法 
①地区社協主催の説明会に参加し、互助活動の重要性を伝えていきます。 

②支部社協だよりに互助活動について掲載します。 ③支え合い等に関する視察研修を実施します。 

「人づくり」 
の効果 

互助活動の重要性を伝えていくことで、住民が地域でできることを考えるきっかけとなります。地域の担い手と

してのきっかけを作ります。 

「つながり」 
の可能性 

支部地区社協の事業を通じて、地域住民、関係機関、関係団体等とつながっていきます。 

評価及び 
今後の方針 

地区説明会を 7 地区で開催しました。地域での支え合い・社協事業等の推進を合わせて行いました。 

視察研修についてはコロナ禍のため中止しましたが、今後は様々な状況を鑑みて判断します。 

支部社協だよりの発行：3 回(6 月・9 月・2 月) 

 

重点事業２．生活支援体制整備事業 会計区分：社会福祉事業／地域福祉事業／受託事業 

目標 
地域での困りごとを住民が助け合って解決していく仕組みをつくっていきます。 

【指標】各地区への訪問   【目標数値】9 地区 2 事業/9 地区 

具体的な手法 
協議体委員と各地区の事業に出向き、現状や人を知ることで、仕組みづくりに役立てていきます。 

堀金地域協議体で地区の現状等を報告し、検討していきます。 

「人づくり」 
の効果 

各地区の現状や人を知り、協議体で検討していく中で、解決に向けて色々な考えがでてきます。 

「つながり」 
の可能性 

協議体での検討内容を通じて、地域住民、関係機関、団体、行政等とつながっていきます。 

評価及び 
今後の方針 

新型コロナウイルス感染症拡大防止により各地区の事業が中止のため、訪問できませんでした。 

協議体会議は 4 回開催しました。支え合いの仕組みづくりについて協議体メンバーで勉強会を開催

しました。今後は地区の状況をみて判断・推進していきます。 

 

重点事業３．堀金ふれあい祭り 会計区分：社会福祉事業／地域福祉事業／共同募金事業 

目標 
参加するすべての人が交流を通して楽しみながら地域での福祉意識を高められるよう支援します。 

【指標】①来場者数 ②小中学生ボランティア参加者数   【目標数値】①1,000 人 ②20 人 

具体的な手法 
支部社協役員を中心に多くの住民の方に参加していただけるよう周知します。学校等にチラシを配

布します。小中学生が各ブースに入り、大人のスタッフと交流しながらボランティア活動をします。 

「人づくり」 
の効果 

小中学生がボランティア活動を通じて、大人のスタッフや来場者などの地域の方々と関わること

で、地域活動の体験の場となり、将来の担い手となる下地を作ることができます。 

「つながり」 
の可能性 

支部社協役員やボランティアと、来場した地域住民がつながる場となります。 

支部社協役員が、自分の住む地域だけでなく、他地域の住民と関わることができます。 

評価及び 
今後の方針 

不特定多数の方が来場し、感染予防対策が困難なため中止しました。 

今後は、様々な状況を検討し、感染対策に努めての開催を検討していきます。 
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地域福祉課重点テーマに向けた各支所における重点３事業【明科支所】 

地域福祉課重点テーマ  

【互いに支え合う地域づくりに向けて「人づくり」と「つながりづくり」を推進します】  

重点事業１．認知症サポーター養成講座 会計区分：社会福祉事業／地域福祉事業／支えあい事業 

目標 
誰もが安心して暮らすために、住民や明科に勤務されている方たち地域全体で、見守りができるよ

うにします。 【指標】認知症サポーター養成講座の開催   【目標数値】1 回／年 

具体的な手法 
明科地域にある店舗・企業・事業所等へ認知症サポーター養成講座の案内を直接訴求し、見守り活 

動への理解を求めていきます。 

「人づくり」 
の効果 

認知症について正しい知識を持ち、認知症の方やそのご家族を温かく見守る認知症サポーターを養 

成します。 

「つながり」 
の可能性 

受講をお願いすることで、地域の企業・金融機関・商店等とのつながりをつくります。 

評価及び 
今後の方針 

感染拡大防止のため定員数を絞り開催しました。明科地域の 4 事業所（法人）を含む 33 人の方に

参加していただきました。受講後は地域の見守り活動にご協力いただきます。 

今後も事業所（法人）に積極的に働きかけて参加に繋げていきます。 

 

重点事業２．明科福祉まつり 会計区分：社会福祉事業／地域福祉事業／受託事業 

目標 
実行委員の中で、福祉まつりを通じた地域づくりを意識できるようにします。 

【指標】アンケート回収  【目標数値】100％ 

具体的な手法 
地区社協、ボランティア・福祉団体、社協等と地域住民とが福祉まつりを通じ、地域づくりを行っ 

ていくことを実行委員会の中で再確認します。実施後のアンケートでこれらを検証します。 

「人づくり」 
の効果 

コーナーの責任者を通じて、地域福祉を担うリーダーとなる人材育成に期待ができます。 

「つながり」 
の可能性 

地域住民が交流する場となっているので、住民同士のつながり・福祉団体とのつながりを持つこと 

ができます。 

評価及び 
今後の方針 

明科福祉まつりの形を変えて「2020 スマイル with あいりす」として感染対策に努め、屋外で開催

しました。フードドライブには住民の方々から缶詰や乾麺・お米等沢山の食糧をご支援してい 

ただきました。来場者は 135 人でした。今後は時期や開催方法を検討し、実施していく予定です。 

 

重点事業３． おせち料理配布事業 会計区分：社会福祉事業／地域福祉事業／共同募金事業 

目標 
調理ボランティアの新規発掘を行い、対象者の方が健やかに新年を迎えられるようおせち料理を配 

布します。【指標】広報誌あづみん掲載   【目標数値】1 回／年 

具体的な手法 
広報誌あづみんを利用してボランティアの募集を行います。また、多くの対象者の方に周知してい 

ただくよう、民生児童委員の皆さんに依頼します。 

「人づくり」 
の効果 

ボランティアの高齢化が進む中で、元気に活動する場となり互いに支え合う地域づくり、お互いの 

顔が見える関係づくりが期待できます。 

「つながり」 
の可能性 

孤立しがちな一人暮らし高齢者や高齢者世帯、障がい者と地域をつなげるとともに、関係機関との 

連携を持つことができます。 

評価及び 
今後の方針 

ボランティアによる調理を取りやめて専門業者に外注して実施しました。例年並みの 101 食の注文

をいただき、民生児童委員の皆さんのご協力により、各戸へ配ることができました。 

今後も調理ボランティアが活動できる場を検討しながら実施していく予定です。 
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令和２年３月～ ６月 
新型コロナウイルス対応における主な動向 
 
放課後児童クラブ 

■3/5～18 市内小学校休校に伴い、臨時児童クラブ

を開設 ＊3/19～4/3 は本来の春休中の児童クラブ 
 
■4/6入学式の午前中に臨時児童クラブを開設 
 
■4/9～5/6 小学校休校が延長 

・日中は学校にて対応、放課後以降は児童クラブにて対応 

・民生児童委員による下校時の児童への付添い 
 
■5/7～20 分散登校に対応 

・非登校日のクラブ児童は早朝から、登校日の児童は放課後から受け入れ 
 
■5/21～２９ 短縮日課による通常登校 
 
■6/1 学校教育活動の全面的な再開 

・通常の児童クラブ運営を再開 

児童館 

■小学校の休校に伴い 3/5～5/20 まで閉館 
 
・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・―・ 

児童館・児童クラブ事業における主な感染予防対策 
 
■児童館における「昼食場所提供」の一時停止 

■会食行事の中止、行事参加の予約制・人数制限 

■児童クラブでの「おやつ」の持ち帰り 

■クラブ室での座席の分散・活動の小グループ化 

■保護者への引き渡し場所を原則玄関にて対応 

■日常的な消毒作業の徹底 

※これら対策の実施においては、必要に応じて日々の勤務職員を増

員して対応 

児童館で過ごす子どもたちも、マスク着用は当たり前になってきました。 
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地域福祉課 2 関係づくり /2-2 子ども・子育の支え合いづくり /2-2-1 環境整備 

事 業 名 児童館管理運営事業  

会計処理区分 社会福祉事業/児童館事業/児童館管理運営事業 

 

＊新型コロナウイルスによる臨時的な対応が解除された後（6 月以降）の利用者数 

 

目的と概要 児童館では、①保護者の子育てに関する悩みや不安の軽減・解消を目的とした

「子育て相談事業」、②未就園児親子を対象とした「子育て支援事業」、③地域の

住民とともに異世代間の交流等を図る「地域ふれあい事業」、④小学生以上を対象

に、遊びを通して自主性、社会性及び豊かな情緒を育むことを目的とした「青少年育

成事業」、そして⑤放課後の児童の遊びや学習支援等を通し、保護者の子育てと就

労等との両立を支援する「放課後児童クラブ事業」等の事業を行なっており、市内 9

館全てを当会が安曇野市から受託して運営しています。 

児童館がより多くの方に気軽に利用していただけるよう、各館が地域の方々と繋が

りながら、それぞれの特色を生かした事業に取り組みます。 

また、放課後児童クラブ事業においては、支援や配慮を必要とする児童の利用も

増えており、実施場所や職員体制など、安全な運営に向けた環境整備が課題です。 

児童館の来館者延人数 （人） の推移 

児童館来館者延べ人数 放課後児童クラブ延べ人数 

児童館名 R1 R2 目標 R2 児童クラブ名 R1 R2 目標 R2 

豊科中央 12,713 14,500 9,343 豊科南小 11,256 11,500 11,380 

高 家 10,759 11,500 7,656 豊科東小 5,278 5,800 5,502 

南穂高 10,273 12,000 6,794 南穂高 12,550 13,000 12,645 

穂高中央 9,448 12,000 8,916 穂高南小 9,278 10,000 7,630 

穂高西部 6,538 7,000 5,803 穂高西小 12,262 14,000 9,549 

穂高北部 6,017 7,000 4,956 穂高北小 12,691 13,000 11,483 

三 郷 11,784 12,500 10,365 三 郷 22,932 23,000 22,327 

堀 金 9,885 11,990 8,399 堀 金 12,961 14,000 11,988 

明 科 6,648 7,650 6,155 明 科 7,163 7,400 6,360 

合 計 84,065 96,140 68,387 合 計 106,371 111,700 98,864 

自由来

館者数 

R1  6 月～3 月 R2  6 月～3 月（前年度比） 児童クラブ

利用者数 

R1  6 月～3 月 R2  6月～3月(前年度比) 

70,425 67,387 （95.7%） 86,963 85,920 (98.8%) 
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地域福祉課 2 関係づくり /2-2 子ども・子育の支え合い /2-2-1 環境整備 

事 業 名 ファミリー・サポート・センター事業 

会計処理区分 社会福祉事業/地域福祉事業/受託事業 

目的と概要 社協の「ファミリー・サポート・センター」が事務局となり、依頼会員（子育てに手助

けを必要としている会員）と協力会員（手助けをする会員）とをつなぎ、子育ての「支

え合い活動」を推進します。預かる対象年齢は 0 歳から小学６年生までのお子さん

で、保育施設・小学校等の送迎や親の外出時の託児等を行う「通常サポート」と、

病気のお子さんを預かる「病児サポート」、親の急病時や残業の際に預かる「当日

サポート」があります。料金は通常 1 時間 600 円（日・祝日は 700 円）です。また、

センター横に「リユースむすび隊」というお子さん用品のリユースコーナーを平成２８

年４月より設置し多くの方に利用して頂いています。この取り組みにより子育て世代

を支え、更にファミリー・サポートを周知する機会へとつながっています。 

R2 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 

・産後の育児不安を抱える保護者が多い中、育児不安解消、居場所づくりや仲間づくりなどで昨年  

好評であったベビー＆マタ mamaCafé を定期的に開催します。 

・平日以外でも集う場所を求めている保護者が多い中、土曜日のカフェ（ぽっかぽかＣａｆｅ）を開催し

ます。場の提供と同時にファミサポの周知、会員登録につなげます。 

指標と数値 

・「ベビー＆マタ mamaCafé」の年 8 回（各回 15 組の参加） 

（ハイハイができるまでのお子さんと保護者・妊婦さん対象） 

・「ぽっかぽか Cafe」 年 4 回（1 回 2 人・年 8 人の新規会員登録） 

結果と評価 

・「ベビー＆マタ mamaCafé」…全 8 回予定のところ 6 回開催（内 1 回は参加者なし） 参加者 計 31 組 

・「ぽっかぽか Cafe」… 4 回開催  参加者 計 103 人 

・「ぽっかぽか Cafe」開催時における新規依頼会員登録会…2 回実施 登録者 4 人 

今後の方針 

コロナ禍により、育児に対する不安や孤立が増している今だからこそ、居場所や仲間づくりを求めている方が多い

と感じました。次年度は「ベビー＆マタ mamaCafé」を予約制にする、「ぽっかぽか Cafe」の回数増など、安心・安

全に参加していただけるような事業運営を心がけ、事業周知と新規依頼会員増に結びつけたいと考えます。 

ファミリーサポート事業における会員数及び支援件数  

項 目 H28  H29 H30 R1 R2 目標 R2 

協力会員数 (人) 111 115 107 118 149 114 

依頼会員数 （人） 790 791 760 866 1,035 904 

依頼協力会員（人） 34 29 31 32 38 31 

支援件数 （件） 1,905 1,980 1,929 1,644 1,900 1，037 

ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄ 1,755 1,920 1,917 1,619 1,880 1，021 

病児・当日ｻﾎﾟｰﾄ 150 60 12 25 20 16 
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豊科中央児童館： 【子育て家庭と地域がつながる移動児童館】 

主要事業内容 

地域に飛び出し子ども達や地域の住民の皆さんと一緒に遊びを楽しむ「移動児童館」は、開設

以来 42年間の歴史を誇りますが、今年度はその更なる拡大と推進を目指します。児童館に限ら

ず、地域の公民館やコミュニティーセンターに出向いて乳幼児親子や小学生の集いの機会に子

ども達のニーズに会った遊びや活動を地域の方と交流し子育て家族を地域の皆さんと応援して

いきます。【指標】  移動児童館地区開催回数   【目標数値】実施地区 12 地区以上 

結果と評価 

コロナ禍の中、今年度実施できたのは 1 回のみでしたが、参加者の検温、手指消毒や換気の徹底など、今

後の実施方法を考える良い機会にもなりました。さらに後日、同地区において移動児童館で実施した内容

を地区単独で実施するため備品貸し出しの依頼があり、活動に広がりが生まれました。 

今後の方針 

次年度も地区社協会長へ希望調査を行いました。あくまで開催判断は地区に委ねられますが、行事等の

中止・縮小で楽しみが減っている子どもたちのため、今年度実施した経験を活かし、コロナ禍でも開催できる

方法・内容を地区役員の方と一緒に考えていきます。 

高家児童館： 【地域でつながるたきべタウン】 

主要事業内容 

昨年度からの新たな取り組み「たきべフォトスタジオ」や「あそびにおいでよカード」を更に定着させつつ、児

童館全体を「たきべタウン」として、郵便局やガソリンスタンドなど子どもたちが様々なごっこ遊びを体験できるよ

うな環境を更に充実させることで、来館者が安心して楽しく子育てできる場として利用できるように努めます。 

新規事業「おもちゃ病院」を開設し、壊れたおもちゃを児童館で預かり可能な範囲で修理してお返しする、とい

う内容でも、地域の方々との繋がりを作り子育てをサポートすると共に、幅広い利用者の定着を目指します。 

【指標】①来館者数増 ②来館者アンケートの実施 【目標数値】①1 日 10 組(冬場) ②年 4 回以上実施 

結果と評価 

「たきべタウン」は、思い描いた街の雰囲気ができ、来館者親子がごっこ遊びを楽しむ姿が多く見られまし

た。「おもちゃ病院」はニーズが高く依頼件数も多く、「たきべフォトスタジオ」は予約制にしたことで〝いつでも

誰でも参加〟ができず参加者が減りましたが、お子さんの成長を形として残せるお手伝いができました。 

来館者アンケートは 1 回実施しました。 

今後の方針 
「たきべタウン」は、現状の環境の中で親子のごっこ遊びがさらに充実するよう発展させます。「おもちゃ病院」

は需要に対応できるような環境を整えつつ、地域の方とのつながりを大切にしていきます。 

南穂高児童館： 【「にこにこタイム」でにこにこ笑顔をつなげよう】 

主要事業内容 

 平日毎日実施している乳幼児親子への支援の時間（にこにこタイム）を、より一層充実させていきます。普

段のにこにこタイムを継続して実施するとともに、各季節に応じた特別な「にこにこタイム～スペシャル」を企画

し、より楽しみを持って児童館に来ていただけるようにします。（春：こいのぼり、夏：水遊び、秋：運動遊び、冬：

クリスマス、お正月あそび） 自由来館者への継続的な支援から、その他の行事にお誘いし、来館者同士や

地域の方々とのつながりが持てるようにします。 【指標】 年間来館者数   【目標数値】 12,000 人 

結果と評価 

親子のふれあい遊び「にこにこタイムスペシャル」は毎月１～２回実施(1 回平均 30 人の参加)でき、充実した

乳幼児親子支援に繋ぐことが出来ました。また、シリーズ化した親子ふれあい体操「ママキッズビクス」は 1 回

平均 15 組の参加があり、参加者の固定化もあり来館者同士の交流が深まりました。年間来館者数は新型

コロナウイルスによる影響もあり、6,794 人でした。  

今後の方針 

当館の主要事業として定着してきた「にこにこタイム及びにこにこタイムスペシャル」は、より参加者の皆さんに

楽しんでいただけるよう更なる内容の工夫・充実を図ります。 「ママキッズビクス」は、参加者同士の交流の

場として、横のつながりが更に深まることを目指し、内容の充実を図ります。 

各児童館の年間テーマおよび主要な取り組み 
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穂高中央児童館： 【〇〇しに児童館に行ったら、沢山の人と知り合いに】 

主要事業内容 

児童館事業を通じた、利用者同士のつながり作りを推進します。子育て相談事業では、身体測定との同時

開催により来館者の更なる増加を目指しますが、遊戯室の他に工作室も活用し、ゆったりとお茶を飲みなが

ら来館者同士が触れ合ったり、悩み事を気軽に相談し合える環境づくりも工夫します。 

また、子育て支援事業では、乳幼児親子を対象としたタッチケアやアタッチメントに関する講座や事業を取り

入れ、親子の触れ合いの大切さを学ぶだけでなく、参加者同士の交流の機会となることを目指します。 

【指標】  月間来館者数              【目標数値】 平均 100 人 

結果と評価 

身体測定と同時開催の「手形・足形アート」は、10 組限定・事前予約制・2 回に分けて実施する等、感染予

防を徹底したうえで実施を再開しました。遊戯室で来館者同士が距離をとり会話する姿が増えています。行

事参加がきっかけとなり、利用者の特技を活かした活動が出来ました。来年度も継続する予定です。 

月間来館者数(室内)は平均 300 人以上でした。 

今後の方針 
今後も「手形・足形アート」は予約制にして実施していくほか、飲食を伴う事業等も感染対策に配慮・工夫し

ながら再開していきます。育児相談充実に向けての環境づくりは相談員と共に実行していきます。 

穂高西部児童館： 【地域の方、子ども達、子育て世帯、社会資源など、あらゆるものが児童館でつながるよう、事業と 

                 毎日のコミュニケーションを通じて体現していく】 

主要事業内容 

昨年度に引き続き、子育て支援事業「みんなあつまれ」と青少年育成事業「チャレンジタイム」を合同実施

し、穂高西部保育支援ボランティアをはじめ、当会穂高支所にて活動する各種ボランティア団体等にも講師

依頼し、地域の方・未就園児親子・小学生等が共に時間を共有することで、世代間・地域交流につなげます 

【指標】 ①ボランティア参加者数 ②合同企画の実施回数   【目標数値】 ①3 人/回  ②年 4 回 

結果と評価 

「繭玉作り」など長く地域のボランティアさんに関わっていただいてきた行事は、定員制や時間縮小などやり方

を工夫して開催することで、例年通り「楽しむ・互いに交流する」ことができました。コロナ禍でも継続できる方

法をボランティアさん方とも互いに意見を出し合って協同できたプロセスが大変良かったと思います。 

合同企画は年 4 回実施し、ボランティア参加者数はコロナ禍による自粛もあり、2 人/回でした。 

今後の方針 

これまで月 2 回実施してきた「のんびりカフェ」は〝飲む・会話する〟といった点でコロナ禍におけるリスクがあ

るため、代替行事として、家庭でも親子でコミュニケーションが取れる「ベビーマッサージ」と「お家に飾ろう季

節の工作」の 2 つを新たに月 1 回ずつ実施し、新たな来館者増も目指します。 

穂高北部児童館： 【子どもも大人も、訪れる・携わるみんなが笑顔になれる場所に】 

主要事業内容 

「○月生まれのハッピーバースデイ」：申し込み不要かつ、フリー参加の誕生日会。 

「ぴよぴよほっとカフェ」：お茶を飲みながら子どもの事や子育てに関わる事等を気軽におしゃべりする会。 

「ぴよぴよまつり」：対象と内容を乳幼児親子に絞った、児童館まつり。 

以上の子育て支援事業を主として、児童館デビューや親の仲間づくりを支援し、育児ストレス、不安感、孤

立感の解消を図ります。運営には、地域の協力を大いに得る事で交流も促進します。 

【指標】参加者数、協力人数／参加者アンケートの満足度 【目標数値】参加 10 組、協力 10 人／7 割以上 

結果と評価 

「ハッピーバースデイ」「ぴよぴよほっとカフェ」はコロナ対応により 8 月まで中止しました。代わりに、親の仲間

づくり・育児ストレスの解消・来館者同士の繋がりづくり等を、日頃の来館者対応の中で重点的に取り組みまし

た。その成果もあり、館の雰囲気が好まれ、以前に増して職員も頼られるようになり、日々の来館者数も平均

して５，６組、多い時は 10 組以上となる日もあるようになりました。 

参加者アンケートの結果は、【満足】に 8 割以上の回答をいただきました。 

今後の方針 

今後も館内の清潔維持・３密回避に留意した環境設定や事業の参加形式の見直し・工夫など、コロナ対

策を徹底しつつ、可能な限りニーズや需要に応えられる事業を展開していきます。また、令和 4 年度の児童

館新館オープンを見据え、移転に向けての必要な準備を進めていきます。 
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三郷児童館： 【人・場所・思いの架け橋の場に】 

主要事業内容 

児童館が、乳幼児親子・小学生・保護者・地域の方々など、様々な人が集い、つながる「架け橋」の場とな

ることを目指し、「児童館で過ごす楽しさ」をより一層感じて貰える取り組みをしていきます。 

来館者や児童クラブ生が見通しを持って過ごせるよう、年間スケジュールや月のカレンダーを掲示します。 

青少年育成事業、放課後児童クラブ事業において、異年齢交流ができる行事を計画し、「大きい子が小

さい子のお世話をする」ことを通じて思いやりや配慮の気持ちを育めるよう支援していきます。 

【指標】 青少年育成事業の実施回数         【目標数値】 年 15 回以上 

結果と評価 

下半期は、人数制限など感染予防対策をした上でキッズパークをはじめとする日々の支援や事業を展開

しました。利用者も感染予防対策には協力的で、共に出来ることを工夫して行いました。放課後児童クラブで

は、異年齢交流事業を積極的に行い、児童の成長した姿を保護者に伝えることができました。 

青少年育成事業は新型コロナウイルスの影響もあり、年 4 回の開催にとどまりました。 

今後の方針 

児童クラブでの「小集団の異年齢交流」は来年度以降も意識して行っていきます。児童館の土曜日利用

者、父親の来館も増えてきているので、今後は父親向けの事業も展開していくと共に、来館者がより主体的に

児童館事業に関わって貰うことも目指していきます。 

明科児童館： 【「あかしなキッズワールド」にあつまれ！地域みんなでつながろう！】 

主要事業内容 

児童館全体が「あかしなキッズワールド」になります。児童館の入口は「明科児童館駅」となり、改札や時刻

表を設置し、定期券や切符を取り入れ、手作り電車「あかしな号」や「新幹線」が毎日走る楽しい児童館を目

指します。また地域の皆さんに協力していただきながら、明科の魅力を活かした「キッズワールドイベント」の実

施や現代の子どもが家庭ではなかなか体験できないような活動を提供し、子育て家庭と地域の様々な人た

ちとの交流の場となるようにします。 【指標】 年間来館者数          【目標数値】 7,650 人 

結果と評価 

新型コロナウイルスの影響で、4 月に予定していた「あかしなキッズワールド」のスタートを 10 月 23 日に延

期しました。参加者を 20組限定にし、手洗いや換気等に配慮しながらの実施でしたが、毎日の「あかしなキッ

ズワールド」を通して市内外からのリピーター親子が増え、明科児童館の周知に繋がり来館者数も増加しまし

た。 年間来館者数は 6,155 人でした。 

結果・評価 

「第 2 章あかしなキッズワールド」を実施します。イベントの充実(季節ごとに、電車の行先をリニューアル)、

館内の配置を変える、新しい電車を導入する等、マンネリ化しないような工夫をしながら、地域の皆さんと未

就園児親子の楽しい交流の場となるよう、〝毎日電車が走る、楽しいイベントがいっぱいの地域に愛される児

童館〟を目指します。 

堀金児童館： 【子どもが幸せに生きていくために必要な力を培う】 

主要事業内容 

昨年度子育て支援・相談事業、青少年育成事業・地域ふれあい事業・放課後児童クラブ事業において、

ボランティア、地域住民に計 10 回講師を担っていただき、各事業を通して地域交流の拡大や利用者同士

の支え合いの関係作りに努めてきました。今後もボランティア、地域住民に講師になっていただき、子どもの育

ち、保護者の子育て力が上がるよう、さらなる地域交流や支え合える関係、仲間作りを進めていきます。児童

館を通じて地域全体で子どもを育てていく事業展開を目指していきます。 

【指標】 ボランティア・地域住民の講師参加事業     【目標数値】 年 12 回以上 

結果と評価 

7月より人数制限や手法を変え事業を再開し、ボランティア・地域住民を交えての活動は「みんなあつまれ

（4 回）」「読み聞かせ（9 回）」「育児相談（9 回）」でした。また、予約制の事業（4 回）を 1 日ではなく 1 週間

通して開催したことで、乳幼児親子・小学生が各回平均 68 人参加するなど大変好評でした。 

今後の方針 

登録制・継続型（畑教室・工作教室）や分散型（みんなあつまれ）など、コロナ対応も考慮し事業の実施形

態を工夫・変更します。また、地域のボランティアや住民の方を無理のない範囲で講師として招くことで地域と

の繋がりを深めるほか、自由来館者に向けて 6.9.10.2 月に 1 週間通したミニイベントを開催し、地域交流や

仲間づくりに繋げていきます。 
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介 護 事 業 課 

職員を対象とした説明会で、 

ビジョンのカードを配布しました。 
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介護事業課 介護保険サービス事業 

事 業 名 居宅介護支援事業/介護予防支援事業 

会計処理区分 社会福祉事業/介護保険サービス事業/居宅介護支援事業 

 

目的と概要 要介護者及び要支援者が、必要なサービスを適切に利用し、できる限り自立し

た生活が行えるよう、居宅介護支援専門員（ケアマネジャー）が本人及び家族の

意向や心身の状況、環境等を勘案してケアプラン（又は予防プラン）を作成し、サ

ービス事業者との連絡調整等を行うサービスです。この内、要支援者（予防給付

の対象者）に対する介護予防支援事業は安曇野市からの受託事業です。 

   

R2 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 
関係機関、法人内他部門と、丁寧な報告や情報提供、学習会の共催等を通した連携を深め、信

頼される事業所づくりを進めます。 

指標と数値 
地域連携、地域包括ケア等の研修会に各職員が 1 回／年以上参加します。 

法人内他部門との研修会・勉強会を 2 回／年以上実施します。 

結果と評価 
資格更新による法定研修に 8 人参加 

新型コロナウイルスの影響で研修が中止されたため、予定した頻度に達しませんでした。 

今後の方針 社内外の事業所を対象としたアンケートを実施して、課題を抽出します。 

 

ケアプラン及び予防プランの作成件数 （件） 

項 目 H28  H29 H30 R1 R2 目標 R2 

介 護 7,468 7,108 7,095 7,496 7,550 7,576 

予 防 3,451 3,603 3,879 3,836 3,800 3,967 

合 計 10,919 10,711 10,974 11,332 11,350 11,543 
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介護事業課 介護保険サービス事業 

事 業 名 通所介護事業（デイサービス） 

会計処理区分 社会福祉事業/介護保険サービス事業/通所介護事業 

 

目的と概要 介護が必要な方を自宅まで送迎し、食事（昼）、入浴、機能訓練及びレクリエーシ

ョン等の日中のサービスを提供します。事業対象者・要支援・要介護の方の重度化

予防（身体面、認知面双方）と介護者の介護負担軽減に資することで、在宅生活の

継続に貢献します。安曇野市の指定管理４施設と法人所有１施設にて運営していま

す。 

 

R2 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 
ご利用者さんが目的に合ったサービスを利用し満足度が向上するよう、各事業所の特色づくりを継

続して進めていきます。 

指標と数値 

目標人数を達成するとともに、機能訓練に力を入れる事業所（豊科・穂高・明科）では事業対象者・

個別機能訓練Ⅱ利用者を対象に握力・立位・歩行の体力測定を継続して行い、効果の測定を行

います。 

結果と評価 

8 月以降 3 か月に 1 度体力測定を実施しました。前回からの比較ができる報告書を作成し、ご利

用者・ケアマネジャーに配布いたしました。全体として身体機能は維持されています。3 月に社内ケ

アマネの定例会にて取り組みの発表を行いました。 

今後の方針 
介護保険・他社の動向を見ながら、特色づくりを継続して行っていきます。取り組みの発表会も継続

して実施していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デイサービス利用延人数 （人） 

事業所名 H28 H29 H30 R1 R2 目標 R2 

豊科デイ 11,936 11,528 10,267 9,477 10,411 9,331 

穂高デイ 9,189 8,624 9,098 9,163 10,052 8,969 

三郷デイ 10,785 11,065 10,652 10,707 10,770 9,987 

堀金デイ 9,557 10,584 10,424 9,611 10,411 9,680 

明科デイ 8,446 9,044 9,760 9,376 10,073 8,581 

合 計 49,913 50,845 50,201 48,334 51,717 46,548 
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介護事業課 介護保険サービス事業 

事 業 名 訪問介護事業（ホームヘルプサービス） 

会計処理区分 社会福祉事業/介護保険サービス事業/訪問介護事業 

 

目的と概要 介護福祉士等の専門資格を有するホームヘルパーが、介護の必要な方の自宅

を訪問し、排せつ、食事等の介護（身体介護）や調理、掃除等の家事（生活援助）

のサービスを提供します。家族介護をカバーし、利用者本人の自立をできる限り支

援することで、利用者及び家族の家庭生活
．．．．

を支えるとともに、介護に限らない利用

者周辺の生活課題を「つかみ」、課題解決へ「つなぐ」ことにより、利用者及び家族

の地域生活
．．．．

を支援していくことが目的です。平成 29 年度から「介護予防・日常生

活支援総合事業」の訪問型サービスＡの事業も行っています。 

 

R2 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 
利用者に対する視点を広げ、ヘルパーサービス以外のサービスに関する知識を深め、必要な支援

を提供することで、利用者の自宅での生活の維持、生活の質の向上を図ります。 

指標と数値 
常勤職 2 回以上／月、専任職 1 回以上／月の事例検討会を実施し、利用者の課題や、サービス

の在り方について検討します。 

結果と評価 

新型コロナウイルス感染防止の観点から、常勤職は月 1 回の事例検討会、専任職については月 1

回会議または文書による情報共有を行うにとどまりました。ただし、これ以外にも小規模な検討会を

随時開催するほか、紙面を用いた情報共有に努めました。 

今後の方針 介護マニュアルを見直すことで、訪問介護サービスの質の均一化を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訪問介護サービス利用延時間 （時間） 

事業所名 H28 H29 H30 R1 R2 目標 R2 

北部ﾍﾙﾊﾟｰ 14,004 13,905 12,007 12,380 13,044 12,650 

南部ﾍﾙﾊﾟｰ 22,651 21,931 20,971 19,939 19,920 19,709 

東部ﾍﾙﾊﾟｰ 14,072 13,890 13,664 12,641 14,196 11,487 

合 計 50,727 49,726 46,642 44,960 47,160 43,846 
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介護事業課 介護保険サービス事業／障がい福祉サービス事業 

事 業 名 障害者居宅介護事業（障害者・児ホームヘルプサービス） 

会計処理区分 社会福祉事業/介護保険サービス事業/訪問介護事業 

 

目的と概要 障がい者（児）を対象としたホームヘルプサービスで、市内 3 か所（北部・南

部・東部）のホームヘルパーステーションにおいて、介護保険の訪問介護事業と

一体的に運営しています。相談支援専門員や行政担当者は勿論、社協の地域

福祉課とも連携し、利用者及びその家族の生活課題を「つかみ」、課題解決へ

「つなぐ」ことにより、「どんな障がいがあっても、安心して、その人らしく暮らせる地

域づくり」に貢献します。 

   

R2 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 
障がいの知識、支援技術を向上させ、障がいのある方特有のニーズに対応できるようにすること

で、利用者の自宅での生活の維持、生活の質の向上を図ります。 

指標と数値 
障がいに関する研修会・学習の機会を３回／年以上実施します。 

障がいのある方専門のヘルパー設置についての検討を始めます。 

結果と評価 

定例会において、障がいに関する学習会を 1 回行いました。 

人材不足の中、障がい専門のホームヘルパーを設置することは困難と判断しました。現在の職員

に障がいに関する知識を深めてもらえるよう、学習の機会を設けていきます。 

今後の方針 
利用者の情報共有をさらに促進して、よりよいサービス提供を目指します。 

書籍による障がいの学習など、知識習得の方法を工夫します。 

 

障害者（児）ホームヘルプサービス利用延時間 （時間） 

事業所 H28 H29 H30 R1 R2 目標 R2 

北部ﾍﾙﾊﾟｰ 1,360 1,743 1,565 1,632 1,800 1，563 

南部ﾍﾙﾊﾟｰ 4,319 4,406 4,250 4,054 3,900 4,275 

東部ﾍﾙﾊﾟｰ 2,140 2,336 2,292 2,261 2,400 2,297 

合 計 7,819 8,485 8,107 7,947 8,100 8,135 
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介護事業課 介護保険サービス事業/障がい福祉サービス事業 

事 業 名 訪問看護事業 

会計処理区分 社会福祉事業/介護保険サービス事業/訪問看護事業 

 

目的と概要 看護師、理学療法士又は作業療法士が、主治医の指示書に基づいて利用者

の自宅を訪問し、利用者の心身の健康管理、医療機器の管理、排せつや栄養の

管理、スキンケア、リハビリテーション、ターミナルケア等の医療サービスを提供しま

す。医療的なケアが必要な要介護者が、どんな病気や障がいであっても住み慣れ

た家と地域で、安心して、できるかぎり自立した生活を営めるよう、医療の面から支

援していくことが目的です。事業所は 1 ヶ所（穂高）で、市内全域をカバーします。 

   

R2 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 
医療・看護面だけではなく、利用者が抱える生活ニーズや家族支援に目を向け、対応する意識と知

識を身に着け、幅広く利用者の要望に対応できる事業所づくりを進めます。 

指標と数値 
法人内他部門（地域・障がい）が実施するサービスや、事業に関する勉強会を２回以上／年実施し

ます。課のビジョンに沿った社協訪問看護係としての運営方針を定めます。 

結果と評価 

地域包括支援事業について勉強会を 1 回開催しました。 

「社協のネットワークを生かし、一人ひとりに寄りそった、きめ細かなサービスを提供できるようにしてい

く。」ことを運営方針として決定しました。 

今後の方針 お互いを尊重しながら意見交換できるようアサーティブトレーニングを行います。 

 

 

訪問看護利用延時間 （時間） 

項 目 H28 H29 H30 R1 R2 目標 R2 

介護保険 3,150 3,245 2,726 3,073 3,024 3,342 

医療保険 203 144 326 469 552 564 

合 計 3,353 3,389 3,052 3,542 3,576 3,906 
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介護事業課 その他の事業 

事 業 名 福祉有償運送サービス事業（ＳＴＳ） 

会計処理区分 社会福祉事業/介護保険サービス事業/訪問介護事業 

 

目的と概要 介護保険制度で認定された要介護者及び障がいのある方の内、非課税者を

対象とした通院支援を主な目的とし、認定研修を修了したホームヘルパーが運転

（病院と自宅の送迎）と必要な介助をセットで行うサービスです。 

安曇野市福祉有償運送運営協議会において決定された運行規則に従って運

営されており、現在は明科地区の対象者に限定して実施しています。 

   

R2 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 常に安全運転に努め、利用者の状態に応じた適切な介助を行います。 

指標と数値 利用中の状態変化に気を配り、急変時には必要な対処に努めます。 

結果と評価 事故なく、安全に利用者の状態に応じた介助ができました。 

今後の方針 ひきつづき安全に十分配慮して運行します。 

 

 

福祉有償運送サービス事業利用延回数 （回） 

項 目 H28  H29 H30 R1 R2 目標 R2 

利用延回数 485 575 542  484 475 220 
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介護事業課 介護保険サービス事業／その他の事業 

事 業 名 拠点介護予防教室事業 

会計処理区分 社会福祉事業/受託事業/拠点介護予防事業 

 

目的と概要 安曇野市の一般介護予防事業として平成 28 年度から穂高地区、明科地区、

三郷・堀金地区について受託し、1 会場 12 回の教室による事業を開始しました。

この事業の目的は、参加者が要介護状態等になる事を予防すると共に、自主的

な介護予防活動への取り組みを促すもので、当会の様々なネットワークを活用し、

事業の実施と併せて自主活動の継続支援を行います。 

   

R2 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 
介護予防に適した運動と様々な情報提供を行うと共に、参加者同士の仲間作りにより添い、その後

の継続的な自主活動への取り組みを促します。 

指標と数値 穂高・明科・三郷の各支所を会場として３教室を開催します。 

結果と評価 

新型コロナウイルス感染症の影響で内容を変更して実施しました。穂高会場は過去の参加者を対

象に、体操や脳トレの資料を定期的に送付するとともに、その中から対象者を絞って個別訪問にて

体操指導を行いました。明科会場・三郷会場は通常 2 時間の教室を 1 時間に短縮し、口と体の体

操を実施しています。参加者は穂高会場 9 人、明科会場 11 人、三郷会場 3 人と、新型コロナウイ

ルス感染症の影響で大幅に減少しました。 

今後の方針 
これまで介護予防教室や体操教室に参加してこなかった方々に参加していただける取り組みを実施

していきます。 
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障がい福祉課 

豊科たんぽぽ 

 陶芸作品 
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障がい福祉課 相談支援事業 

事 業 名 相談支援事業（相談支援センターぶれす） 

会計処理区分 社会福祉事業/障がい福祉サービス事業/相談支援事業 

 

目的と概要 障がい者（児）が必要なサービスを適切に利用することにより、安心して地域生

活を送ることができるように、本人及び家族の意向や心身の状況等を踏まえ、障

がい福祉サービスの利用計画を作成し、定期的に見直しを行います（計画相談支

援・障がい児相談支援）。また、施設に入所中又は病院に入院中の障がい者が、

退所（退院）して地域生活に移行するために必要な相談支援を行い（地域移行支

援）、さらに地域生活開始後のフォローも実施します（地域定着支援）。 

   

R2 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 障がい福祉サービスの窓口としてきめ細かな情報提供を行い、適切な事業所利用に繋げます。 

指標と数値 プラン作成件数+モニタリング実施数 35 件/月 

結果と評価 プラン作成件数＋モニタリング実施数 35.7 件／月 

今後の方針 定型業務の効率化を進めます 

 

 

相談センターぶれすの相談支援件数 （件）   ※数値は計画作成及びモニタリングの合計  

項 目 H28 H29 H30 R1 R2 目標 R2 

計画相談 296 279 405 310 320 345 

障害児相談 19 44 70 61 55 83 

地域相談 0 0 0 0 0 0 

合 計 315 323 475 371 375 428 
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障がい福祉課 就労支援事業 

事 業 名 障害者就労移行支援事業（豊科じゃんぷ） 

会計処理区分 社会福祉事業/障がい福祉サービス事業/就労移行支援事業 

 

目的と概要 就職を希望する障がい者に 2 年間を標準として就労に必要な訓練を行いま

す。訓練プログラムは利用者の希望、適性及び能力等に基づいて個別に作成し

ます。また、利用者の就職活動の支援、職場の開拓、更に就職後の職場定着の

ための支援も行います。 障がい者の「できること」を活かし、必要な支援を受けな

がら活躍できる職場を増やし、もって障がい者の社会的・経済的自立ができる環

境（地域）を創っていきます。 

   

R2 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 
経営安定を図る為、利用者人数を増やします。営業：病院、デイケア、特別支援学校、普通高校

など。チラシ設置のお願い：駅、病院、行政施設、一般商業施設など。 

指標と数値 利用者平均利用人数 5 人／日以上 

結果と評価 

事業所訪問や営業活動を多数行い、じゃんぷの役割りを再確認しました。1 月より事業形態を B

型事業所に変更しました。 

利用者数 4～6 月 :1 人 7～8 月 :0 人 9～1 月：1 人 2 月 :2 人 3 月：4 人 

今後の方針 就労を目指す B 型事業所として運営します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊科じゃんぷの利用実人数他 

項 目 H28 H29 H30 R1 R2 目標 R2 

利用実人数 (人） 22 19 19 15 10 5 

利用延人数 (人） 1,517 1,615 1,618 1,002 1,200 116 

一般就労 (人） 4 4 5 3 3 0 

定着支援 (人） 20 19 20 19 20 0 

実習協力企業（社） 12 14 5 8 10 6 
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障がい福祉課 就労支援事業 

事 業 名 
障害者就労継続支援Ｂ型事業 

（豊科たんぽぽ、堀金かえでの家） 

会計処理区分 社会福祉事業/障がい福祉サービス事業/就労継続支援 B 型事業 

目的と概要 一般就労が困難な障がい者に働く場を提供するとともに、社会生活に必要な能

力向上を目的とした訓練を行います。「豊科たんぽぽ」及び「堀金かえでの家」は、

利用者が「できること」を活かし、助け合いながら、クッキー、装飾ろうそく、手芸・工

芸品等のオリジナル商品の製造・販売や喫茶コーナー、清掃・洗車及び企業から

の受託事業等に従事して収入を得ています。また、「働く」ことだけではなく、各々

の「暮らし」を豊かにするための知識やスキルを習得することも目指しています。 

R2 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 
たんぽぽ：個別支援計画に沿った統一的な支援を実施します。 

かえで ：かえで焼きの広報活動に力を入れ、平日のお客様を増やします。 

指標と数値 
たんぽぽ：個別目標の掲示、個別支援計画を年 2 回見直し 

かえで  ：ポスター掲示・チラシ配布を積極的に行います。平日販売数：160 個 

結果と評価 
たんぽぽ：個別目標の掲示を始めたことで、利用者様・職員ともに目標に向かうことができました。 

かえで：広報活動により平日(堀金支所)のお客様が増えました。平日販売数：157 個/日 

今後の方針 

たんぽぽ：全利用者様の個別目標の掲示を進めます。コロナ禍での作業を見直し工賃アップにつな

げます。 

かえで：かえで焼きの新規販売先を開拓し、売り上げ増加につなげます。 

豊科たんぽぽ ・ 堀金かえでの家の利用延人数及び平均工賃月額  

事業所名及び項目 H28  H29 H30 R1 R2 目標 R2 

豊科たんぽぽ  

利用延人数（人） 4,812 5,019 5,070 4,962 4,927 4,875 

平均工賃月額 （円） 19,032 18,627 19,189 17,548 18,000 15,357 

堀金かえでの家  

利用延人数 （人） 3,620 3,976 3,772 4,298 4,447 4,358 

平均工賃月額 （円） 20,896 28,505 30,651 26,712 30,000 27,464 
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障がい福祉課 就労支援事業 

事 業 名 障害者就労継続支援Ｂ型事業（ま・めぞん、豊科じゃんぷ） 

会計処理区分 社会福祉事業/障がい福祉サービス事業/就労継続支援Ｂ型事業 

 

目的と概要 一般就労が困難な障がい者に働く場を提供するとともに、社会生活に必要な能

力向上を目的とした訓練を行います。就労継続支援Ｂ型事業所として「豊科たん

ぽぽ」、「堀金かえでの家」に加え、「ま・めぞん」を平成 25 年 5 月にオープンしまし

た。 

「ま・めぞん」では安曇野市産の大豆にこだわり、安全安心で高品質な豆腐作りと

販売を行い、やりがいを感じながら仕事を続けられるように支援を行います。 

   

R2 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 利用者の工賃アップを図るため、大口販売先を開拓します。 

指標と数値 
大口販売先 3 か所，1 日あたり豆腐販売 4-5 月：100 丁，6-7 月：110 丁， 

8-9 月：129 丁，10-12 月：134 丁，1-3 月：120 丁，豆乳販売：15 本/日 

結果と評価 
平均時給 426 円/時。下半期の経費削減により、前年度平均時給を上回りました。 

戸配件数の減少と新型コロナウイルスの影響で移動販売及び販売会が減少しています。 

今後の方針 

まめぞん：休止していた移動販売先の再開、新商品の開発を進めます。ニーズをに沿った小売り商

品を導入します。新規事業の菓子製造の準備を進めます。 

じゃんぷ：「就労を目指す B 型」としての説明を積極的に行い、ニーズに合った利用者獲得につなげ

ます。 

 

ま・めぞん、豊科じゃんぷの利用延人数他 

項 目 H28 H29 H30 R1 R2 目標 R2 

ま・めぞん 

利用延人数 （人） 

平均工賃月額（円）  

 

2,386 2,515 2,207 1,811 2,651 1,861 

45,955 45,274 43,034 34,701 37,058 37,200 

豊科じゃんぷ 

利用延人数 （人） 

一般就労（人） 

※豊科じゃんぷは R2 年１月より B 型事業所に 

--- --- --- --- --- 86 

--- --- --- --- --- 0 
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障がい福祉課 地域活動支援センター 

事 業 名 
地域活動支援センター事業 

（穂高わたぼうし、三郷すみれの郷、明科ふきぼこの家） 

会計処理区分 社会福祉事業/障がい福祉サービス事業/地域活動支援センター受託事業 

 

目的と概要 障がい者が「身近で安心して過ごせる場」で、障がいの程度に合わせて必要な

医療的ケア又は日常生活のケアを受けながら、作業活動、余暇活動及び地域と

の交流等を行う事業です。利用者の「できること」を活かし、「やりたいこと」を尊重し

て、仲間と楽しく豊かな時間をつくるとともに、生活技能や社会性の習得、さらには

社会参加の機会を提供することが目的です。また、手工芸品等の自主製品の販

売収入は工賃として利用者に支給されます。 

   

R2 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 

わたぼうし：工賃アップを図るため、作業活動の効率化と環境整備を充実します。 

すみれ：仕事と余暇活動のバランスを図り、心身共に健康で通所できるようにします。 

ふきぼこ：身体・創作活動等リフレッシュの機会を増やし、生活の充実を図ります。 

指標と数値 

わたぼうし：平均工賃額 500 円/年アップ 

すみれ：余暇活動、レクリエーション等 2 回/週 

ふきぼこ：レクリエーション・外出等 1 回/月 

結果と評価 

わたぼうし：販売先休業や販売会中止の影響があり、売上が前年度比減でした。 

すみれ：外出は少なくなりましたが、鬼のお面やお雛様など季節を感じられるものを皆で作りました。 

ふきぼこ：心身のリフレッシュのため、散歩や身体を動かす機会を増やしました。 

今後の方針 

わたぼうし：新規販売先の開拓及び個別販売の機会を増やします。 

すみれ：感染予防を心がけながら、散歩などを増やし、利用者のストレス解消を図ります。 

ふきぼこ：周囲の状況を見ながら、余暇活動を含め、身体を動かす機会を増やしていきます。 

 

地域活動支援センター利用延人数 （人） 

事業所名 H28 H29 H30 R1 R2 目標 R2 

穂高わたぼうし 2,126 2,012 1,911 1,806 2,000 2,071 

三郷すみれの郷 1,702 1,777 1,694 1,349 1,400 1，084 

明科ふきぼこの家 1,895 1,982 2,147 2,550 2,600 2,597 
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障がい福祉課 生活介護事業等 

事 業 名 
障害者生活介護/児童発達支援/放課後等デイサービス事業 

（ほっぷライフ・穂高わたぼうし） 

会計処理区分 社会福祉事業/障がい福祉サービス事業/障がい者デイサービスセンター事業 

 

目的と概要 介護が必要な障がい者（児）を対象としたデイサービスで、「障害者生活介護」

は 18 歳以上、「児童発達支援」は未就学児童、「放課後等デイサービス」は就

学中の障がい児が対象です。「ほっぷライフ」ではこれらのサービスを一体的に運

営しています。看護師配置を手厚くし、かつ介護スタッフの専門性を高めることに

より、医療的ケアが必要な重度の障がい者（児）を積極的に受け入れています。

また、安全を確保した上で「ほっぷライフならでは」の楽しい活動や外出等のメニ

ューを揃えています。「穂高わたぼうし放課後等デイサービス」では、様々な療育

プログラムを提供し、楽しく体験しながら社会生活に役立てていけるよう支援して

います。 

   

R2 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 

ほっぷライフ：職員数の増員をし、相談員との連携を大切にし、利用を望んでいる方を積極的に受

け入れていきます。 

わたぼうし： より専門的な支援や療育が行えるよう職員のスキルアップを図ります。 

指標と数値 
ほっぷライフ：新規利用者５人以上、利用日増の現在籍利用者５人以上 

わたぼうし：国家資格取得 1 人以上、研修会参加 1 回/2 ヶ月 

結果と評価 
ほっぷライフ：新規利用者３名、利用日増 3 名。入所等で利用終了された方がいました。  

わたぼうし：保育士資格取得(2 名)、研修会はオンライン研修(2 回/4 名)参加 

今後の方針 
ほっぷライフ： 相談員と連携し利用希望されている方を積極的に受け入れていきます。 

わたぼうし：保育士取得、参加可能な研修会への参加を進めます。 

 

ほっぷライフ・わたぼうし利用延人数 （人） 

事業所 項 目 H28 H29 H30 R1 R2 目標 R2 

ほっぷ 

ライフ 

生活介護 3,057 2,758 2,684 2,694 3,200 2,654 

放課後デイ 1,762 1,721 1,502 1,276 1,400 819 

日中一時 73 98 62 80 40 148 

わたぼうし 放課後デイ --- 2,273 2,893 2,902 2,800 2,589 
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わたしたちがめざす職員像  

「社協人」とは。 

 
「支えあい 誰もが安心して暮らせる福祉のまち 安曇野」の実現をめざす

チームの一員
．．．．．．

としての自覚と責任を持ち、チーム目標の達成に向けて、

各々の専門性、能力、経験、個性及び感性を大いに発揮します。また、何

よりも健康と仲間を大切にし、互いに認め合い、支え合い、高め合って成長

しようとする職員です。 

の推進を支援していきます。 

 

な ろ う よ 、社協人

に！ 

マン 

総 務 課 
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R2 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 
通路と路面の４S（整理・整頓・清掃について張り紙と社内インフォメーションによる定期的な周知）に

より、それを徹底する風土を醸成します。 

指標と数値 ４月に新係長研修を行い、以後随時各職分の研修を開催します。 

結果と評価 転倒災害 5 件発生 （業務上の災害件数 18 件） 

今後の方針 毎月初日に注意喚起を行うことで、3 年度においては転倒災害発生件数 0 を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目的と概要 職員が心身ともに健康で安全に働けることは、当会における重要なテーマです。

当会では、継続的に安全衛生活動を推進することで、労働災害の防止を図り、職

員一人ひとり安心して働ける職場環境の実現を目指します。 

昨今、発生件数の多い転倒による業務災害の防止を特に重要な課題と捉え、

防止策について検討を進めるとともに、しかるべき対策を講じることにより、転倒災

害を含め、全体として５％以上の件数の減少を目指します。 

総務課 人事/職員の安全と健康を守る 

事業名 転倒防止 

会計処理区分 社会福祉事業／地域福祉事業／法人運営事業 

【安全衛生の基本方針】 

職員の安全と健康は、当会の最優先テーマです。   

すべての職員がルールを守り、互いに協力して安全衛

生活動を自主的に展開することにより、労災ゼロ、心

とからだの健康の保持増進、ひいては誰もが気持ちよ

く働くことができる職場環境を実現します。 
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総務課 人事/人材育成 

事業名 研修による「人財」の育成 

会計処理区分 社会福祉事業／地域福祉事業／法人運営事業 

 

目的と概要 当会においてさまざまな福祉サービスを生み出すのは「人」に他なりません。

「人」こそが当会の財産であるといえます。「人財」を最大限活かすことが、法人全

体のサービス向上につながり、当会にとっての最重要事項であるといえます。人材

育成の手段のひとつとして研修を重要視します。職分や役職ごとに最適な研修プ

ログラムを構築し、職員が効率よくスキルアップできる体制を整えることを目指しま

す。職員それぞれの知識の深まりや専門性の向上を図り、互いに成長し合う風土

の醸成につなげます。 

 

   

R2 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 
制度改革による新たな職分に基づく研修プログラムを構築し、それに沿って職員が必要なスキルを身

に付けます。 

指標と数値 ４月に担当係長研修を行い、以後随時各職分の研修を開催します。 

結果と評価 
2 月に総合職員を対象とした、講師がリモートによるハラスメント研修を行い、職員からは日頃のコミ

ニュケーションの重要性などを再認識する研修であったとの意見が多く寄せられました。 

今後の方針 新年度においても人材育成が図られる研修を継続的に実施していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【人材育成の基本方針】 
１ 理念「支えあい 誰もが安心して暮らせる福祉のまち 安曇野」を実現するために必要な人材を育成します。 

2 人材育成を当会の最重要課題に位置付け、すべての職員をその対象とします。 

3 職員がそれぞれの持ち味を生かし、自ら成長することのできるシステムを構築します。 

4 職員のチームの一員としての成長を支援し、職員の自信とやる気を引き出します。 

5 職員の専門性のみならず、社会的・人間的な成長を支援します。 

6 個の成長を職員相互の相乗効果につなげ、組織として全体的な成長を図ります。 

7 自ら学び、部下・後輩を育て、互いに成長しようとする風土を醸成します。 
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目的と概要 職員に、やりがいをもって仕事の責任と役割を果たしてもらう一方、家庭や地

域、友人や趣味などに関わる個人の大切な時間が確保できるよう努めることもまた

法人にとって大切な役割であると捉えます。仕事と生活双方の調和を重んじ、職

員の豊かな人生に資することを目指します。新年度からは専門職の正規化に伴

い、ボランティア休暇を有給休暇とし、職員のプライベートをより充実させることとし

ました。引き続き有給休暇の取得を促進します。 

   

R2 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 有給休暇の計画的取得のため、職員の取得状況について確認を行います。 

指標と数値 年度内に有給休暇５日の取得 

結果と評価 
人員不足は、コロナ過の中、一部の事業所を除いてほぼ解消され、残業時間も全体的に減少となり

ました。 

今後の方針 有給休暇の取得日数の向上を図る取り組みを進めていきます。 

 

月平均残業時間及び平均年休取得率   

項目 H28  H29 H30 R1 R2 目標 R2 

月平均残業時間  総合職 8.72 9.07 8.49 8.95 8.0 6.80 

一般職 5.54 4.86 4.96 4.76 4.5 2.69 

10 時間未満達成事業所 67.5％ 68.9％ 78.3％ 66.0％ 80％ 80.0% 

平均年休取得率 総合職 37.2％ 35.1％ 38.3％ 49.7％ 45％ 47.2% 

一般職 55.7％ 56.4％ 58.5％ 68.3％ 60％ 59.4% 

専任職 56.3％ 65.4％ 66.2％ 70.4％ 70％ 64.9% 

 

 

 

 

 

総務課 人事/ワークライフバランスの実現 

事業名 ワークライフバランスのとれた職場の実現 

会計処理区分 社会福祉事業/地域福祉事業/法人運営事業 
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総務課 人事/女性職員のキャリア形成 

事業名 働き続けながら子育てを行う女性職員のキャリア形成 

会計処理区分 社会福祉事業／地域福祉事業／法人運営事業 

 

目的と概要 当会は、女性職員が多い職場であるため、仕事と家庭を両立できるよう、そのラ

イフサイクルに合わせた柔軟な働き方の追求が求められます。職員が継続して勤

務しやすい環境を整えるとともに、さらに組織内で女性職員が躍進を図ることので

きる環境を整えることが必要です。まずは、育児休業からの復帰者に対して、戻り

やすい環境を整えるべく、対象職員に対して研修を行います。研修にあたっては、

すでに育児休業から復帰した職員に意見を聞きながら最適なプログラムを構築し

ます。 

   

R2 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 
育児休業復帰者からヒアリングを行い、課題を発見しながら、その解決のための最適なプログラムを研

修を通じて実施することを目指します。 

指標と数値 上半期と下半期においてヒアリングを実施し、会議を開催し検討いたします。 

結果と評価 
育児短時間勤務者 3 名に対しヒアリングを行い、現在の不安の払拭及び今後の課題抽出を行いま

した。 

今後の方針 
ヒアリングの結果、現制度の利用でおよそニーズが満たされていることがわかりましたが、今後も継続

的に実施していきます。 
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総務課 人事/納得性の高い人事制度の実現 

事業名 人事評価制度の導入 

会計処理区分 社会福祉事業／地域福祉事業／法人運営事業 

 

目的と概要 職員が働きがいを持てる環境、職員が働きやすい環境を整備するためには、公

平で適正な処遇体系を確立することが重要です。職員の成果が適切に評価される

納得性の高い制度の構築は、職員の法人に対する貢献度を高めることにもつながり

ます。その実現のために、人事評価制度の検討を進めます。それによって法人が望

む職員像を明確にしながら、そこを目指す職員の育成につなげることで、最終的に

法人全体のサービスの向上を図ります。 

   

R2 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 
課長会議や経営会議での検討を行い、現場職員の声を重視しながら、当会にとって望ましい評価制度

（能力評価・目標管理）の導入を模索します。 

指標と数値 年度内に職員に対する説明会の実施 

結果と評価 
評価者の中心となる係長等の意見聴取や、社労士等の意見を参考に制度の構築を図り、新年度か

ら実施することとしました。 

今後の方針 新年度から試行による実施としました。評価制度の向上を目指します。 
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総務課 広 報 

事業名 情報発信の充実 

会計処理区分 社会福祉事業/地域福祉事業/法人運営事業 

 

目的と概要 ホームページや広報誌で、情報発信の充実を図っていきます。ホームページで

は随時更新することが可能な特性を活かし、より見やすく情報を発信する工夫を

続け、発信する内容が利用者の役に立つ最新情報（行事予定等の案内やその報

告）になるようにしていきます。広報紙では、取材段階から社協と地域の方を「つな

ぐ」大切なツールであるという視点をもち、幅広い世代の方に読みやすく、分かりや

すい内容を心がけていきます。 

   

R2 年度 （主なものを 1 つ） 

目標と手段 
閲覧しやすいホームページ、読みやすい広報誌を目指し、各事業所からの情報発信の場となるよう

な取り組みを進めていきます。 

指標と数値 訪問者数： 150 人/日 （現在 100 人/日） 

結果と評価 延べ訪問者数 54,402 人 1 日当たり 149.5 人 

今後の方針 
利用者や市民の皆さまに知りたい情報を分析し、より分かりやすく案内した広報誌やホームページで

情報発信の充実を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページ・広報誌は皆様と一緒

に作っていきます。ご意見・ご提案を

お待ちしています！ 
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ＤＡＴＡ その他データ（職員１）  

※数値は各年 3 月 1 日現在   
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16.0%
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性 別
20代
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12.0%

40代

26.0%

50代

27.6%

60代以上

30.3%

年齢構成

総合職員

15.1%

一般職員

17.6%専任職員

65.2%

再雇用職員

2.1%

職員区分

常勤

34.6%非常勤

65.4%

勤務形態
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ＤＡＴＡ その他データ（職員２）  

職種別の人数 

 

離職率 

 

平均賃金（R3.3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※全国平均は、介護労働安定センター（令和元年度データ） 

 

介護員, 98

訪問介護員, 58

児童厚生員, 92

看護師・保健師, 36

介護支援専門員, 33

支援員（障がい福祉）, 35

事務員, 30

運転手, 27

調理員, 19

ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ交通ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ, 8

OT・PT・機能訓練指導員, 11

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ, 5

福祉活動専門員, 4

その他, 6

管理者（主任以上）, 56

H22 H23 H24 H25 H26 H27 Ｈ28 H29 H30 R1 R2

4.6%

1.1% 1.2%
3.3% 2.3% 2.3% 1.2% 1.2%

8.0%
7.2% 7.6%

6.5% 6.8%
5.7%

9.5%
4.4%

7.8%
5.1%

10.4%

14.1% 14.1%

3.4%

17.3%

12.9%
14.7%

10.9%
13.7%

16.4%
13.5%

17.6%

10.7% 10.0%

14.7%

総合職員 一般職員 専任職員

当会職員の平均給与月額 （円）  

項 目 総合職員 一般職員 専任職員 

基本給 252,258 207,288 104,043 

支払額計 287,783 228,137 113,289 

全国の介護労働者（正規職員）（月給者）の平均賃金 （円） 

項 目 正規職員 

令和元年度 234,439 

平成 30 年度 234,873 

平成 29 年度 231,161 
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ＤＡＴＡ その他データ（検診・研修・広報・役員会等） 

 

 

 

検診等の実施 

検診等 
実施日 会場 受診者数 

基本健診 
8/26～9/17 （6 回）  本所・各支所 412 人 

乳がん検診 9/1～9/23 （3 回） 

 

141 人 

子宮がん検診 個別受診（補助金） 3 人 

インフルエンザ予防接種 
11/6～11/26 （5 回） 

 

266 人 

産業医の面接指導  0 人 

法人内職員研修の実施 （総務課主催のみ） 

研修名 
開催日 対象者 参加者数 

新任職員研修 5/14・11/2 新任職員 48 人 

財務研修 個別対応 該当職員 4 人 

人事労務管理研修 1/8・12 主任以上 34 人 

接遇研修（ハラスメント研修） 2/15・17 総合職員 57 人 

評価者制度研修 11/24・25・26・27・30 総合・一般職員 142 人 

人事評価者研修 12/10（2 回） 主任以上 56 人 

災害時対応研修（総合職員対象） 中止 総合職員  

広報誌等の発行 

種 類 発行回数 

社協だより あづみん 

（10 頁版） 

6 回 

87 号～92 号 

あづみん お知らせ版 
6 回 

88 号～93 号 

役員会等の開催 

会議名 開催日 会場 

理事会 5/26、11/12、3/16 堀金 

評議員会 
6/10（書面決議） 

11/20、3/26 
堀金 

経営会議 1 回/月 本所 
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ＤＡＴＡ その他データ（車両事故） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支所別 車両事故発生件数 （件）    ※（ ）内は人身事故の件数 

支所名 H28  H29  H30 R1 R2 

本 所 7 （１） 4 （2） 6 （0） 6 （0） 7 （0） 

豊 科 11 （1） 10 （1） 7 （0） 5 （0） 6 （0） 

穂 高 7 （0） 5 （0） 7 （0） 3 （1） 1 （0） 

三 郷 7 （1） 4 （0） 2 （0） 10 （0） 9 （0） 

堀 金 3 （1） 6 （1） 12 （0） 4 （1） 3 （0） 

明 科 2 （0） 3 （1） 6 （1） 1 （0） 5 （0） 

合 計 37 （4） 32 （5） 40 （1） 29 （2） 31 （0） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業別 車両事故発生件数 （件）    ※（ ）内は人身事故の発生件数 

係 名 H28 H29 H30 R1 R2 

地域福祉・総務・介護 5 （0） 2 （2） 7 （0） 8 （0） 3 （0） 

子育て支援 4 （1） 2 （1） 1 （0） 0 （0） 0 （0） 

居宅介護支援 6 （1） 2 （0） 5 （0） 6 （0） 6 （0） 

通所介護 13 （1） 12 （1） 15 （1） 3 （1） 8 （0） 

訪問介護 3 （１） 3 （１） 6 （0） 6 （1） 8 （0） 

訪問入浴 0 （0） 1 （0） 0 （0）   

訪問看護 0 （0） 0 （0） 2 （0） 1 （0） 1 （0） 

障がい福祉 4 （0） 8 （0） 4 （0） 4 （0） 4 （0） 

その他 2 （0） 2 （0） 0 （0） 1 （0） 1 （0） 

  合 計 37 （4） 32 （5） 40 （1） 29 （2） 31 （0） 
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ＤＡＴＡ その他データ（車両以外の事故） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 事故例 （損害賠償が発生した事例） 

Ｃａｓｅ1 

通所介護係：送迎の際は、職員が付き添いご本人の部屋までお連れするサービス内容であったが、

玄関上がりまでの誘導で職員がその場を離れてしまった為に転倒してしまった。 

対応：謝罪の連絡をした際に、「玄関に家人が見られない場合は、自室まで送り届ける事」を職員間

で再度徹底し再発防止に努めることをお伝えした。 

Ｃａｓｅ2 

通所介護係：「デイサービスを利用の際に、胃ろうのチューブと注射器のセットをケースに入れて持参

したが、持ち帰りがなかったのでデイサービスにないか」と家人から連絡がある。 

対応：連絡を受けてから敷地内を探したが見当たらなかったために新しいチューブを購入した。 

Ｃａｓｅ3 

子育て支援係：ビーバーを使用し館庭の草刈りを行った。その後、「窓ガラスにヒビが入っていた」と 

隣家から連絡が入る。 

対応：隣家へ謝罪し新しい窓ガラスに入れ替える。草刈りをする際には飛び石を防ぐように再発防止

を徹底することをお伝えした。 

Ｃａｓｅ4 

通所介護係：ご利用者をベッドから車イスに移乗する際、職員の体にメガネが当たり床に落ちてしま

い破損させてしまう。。 

対応：メガネの修理費用として８割を負担する。 

Ｃａｓｅ5 

通所介護係：ご利用者が持参していた低反発クッションが紛失してしまう。 

対応：施設内をくまなく探したが、見つからなかったために新しいものを購入した。購入価格の 5 割を

負担することで示談となる。 

 

事業別 車両以外の事故発生件数（件）    ※（ ）内は当会の損害賠償の発生件数 

係 名 H28  H29 H30 R1 R2 

地域福祉・総務・介護 4 （1） 5 （0） 2 （1） 6 （1） 2 （0） 

子育て支援 7 （0） 11 （1） 31 （2） 28 （2） 36 （2） 

居宅介護支援 0 （0） 0 （0） 0 （0） 1 （0） 0 （0） 

通所介護 16 （2） 25 （2） 25 （2） 6 （1） 10 （5） 

訪問介護 5 （2） 0 （0） 0 （0） 2 （2） 1 （0） 

訪問入浴 1 （1） 0 （0） 0 （0）   

訪問看護 0 （0） 0 （0） 0 （0） 0 （0） 0 （0） 

障がい福祉 3 （1） 5 （0） 6 （1） 2 （0） 1 （0） 

その他 0 （0） 0 （0） 1 （1） 0 （0） 0 （0） 

合 計 36 （7） 46 （3） 65 （7） 45 （6） 50 （7） 
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Ｃａｓｅ6 

通所介護係：職員が椅子を取りにご利用者のそばを離れてしまい、床に躓き転倒してしまう。受診し

た結果は骨折等も無く、頭部の異常もなかった。 

対応：ご家族へ転倒時の状況報告と謝罪を行い、翌日のデイ利用の際には体の不調箇所がないか

確認し、様子確認させてもらう旨をお伝えした。 

Ｃａｓｅ7 

子育て支援係：卵アレルギーの児童に卵が使用されているおやつを提供したため、気持ちが悪くな

り、のどが痛い等の症状が出てしまう。 

対応：アレルギー除去のおやつの時や他の児童と一緒に食べられるおやつの時も、毎回おやつは袋

に入れ、アレルギー用の献立メニュー表を添えたトレイで提供する等の再発防止に努めることをお伝

えした。 
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ＤＡＴＡ その他データ（苦情） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ いただいた苦情の主な内容と対応（要約） 

Ｃａｓｅ1 

地域福祉係：「近くに駐車場があるのに、そこに停めず（申出者の）自宅の入り口をふさぐように停め

ているので注意してほしい」と迷惑駐車についての申し出があった。 

対応：謝罪に伺い、今後は駐車スペースの確認をし、了解を得てから駐車することをお伝えした。 

Ｃａｓｅ2 

障がい福祉係：信号機が赤に変わっているにもかかわらず通過した当会の車両について、目撃した

方から注意を受ける。 

対応：全体に注意喚起を行い安全運転に心掛けることをお伝えした。 

Ｃａｓｅ3 

子育て支援係：児童間で「物を隠して探し出す遊び」が流行り、いじめや嫌がらせの心配をした保護

者から懇談の申し出があった。 

対応： 他のクラブ生に行った聞き取りの内容や、今後このようなことが起きないよう引き続き子供の

気持ちに寄り添った支援を行っていく事を、懇談した際に保護者にお伝えした。 

Ｃａｓｅ4 

地域福祉係：消毒ボランティアに参加した方から、ボランティア活動の受け入れ体制の不十分さ、ボ

ランティアに係る社協職員の役割、態度が気に入らない等の苦情の申し出があった。 

対応：申し出に至る経過を整理し地域福祉係で共有した。申し出に至る経緯を再確認し今後の具

体的な行動を協議した。 

Ｃａｓｅ5 

障がい福祉係：ご利用者と一緒に外出した先の多目的トイレの使用について、施設管理者より問い

合わせがあった。 

対応：管理施設に直接状況をお伝えしに伺い、トイレを詰まらせていない旨の説明を行った。 

事業別 苦情発生件数 （件）      

係名 H27  H28 H29  H30 R1 R2 

地域福祉・総務・介護 10 9 9 3 6 8 

子育て支援 4 2 3 2 3 5 

居宅介護支援 2 0 2 1 1 1 

通所介護 5 3 6 2 2 0 

訪問介護 3 1 1 0 1 3 

訪問入浴 0 0 0 0   

訪問看護 1 0 3 0 0 1 

障がい福祉 3 3 4 1 0 2 

その他 0 0 1 4 0 0 

合 計 28 18 29 13 13 20 



71 

 

 

Ｃａｓｅ6 

子育て支援係：迎えに来れる時間に来ていただけない保護者の方に、利用についての説明をしたが、

職員の言い方が気に障ったのか、市に対し申出があった。 

対応： 説明の趣旨を理解してもらうための言葉が足りなかったことを謝罪した。 

Ｃａｓｅ7 

子育て支援係：使用中のブランコ付近にいた児童に、危険であると数度の声掛けをすると、職員に向

かってきたために児童を抱きかかえて転ばせてしまう。 

対応： 児童への支援方法の誤りを謝罪し、支援方法の改善に努めていくことをお伝えした。 

Ｃａｓｅ8 

訪問介護係：ご利用者から「入浴時間の変更ができない理由が納得できない」と苦情の申し出があっ

た。 

対応：面談の時間を設けさせていただきご理解していただく。その際に当会の苦情に対する対応に非

常に満足していると述べられた。 

Ｃａｓｅ9 

地域福祉係：ご利用者が抱える生活課題について、職員が十分な対応ができなかったために苦情の

申し出があった。 

対応：申出者にお会いし謝罪をした。その後、「こちらの伝えたかったことを分かってもらえれば、それで

良い」と言われた。 

Ｃａｓｅ10 

子育て支援係：保護者より職員の態度に関する苦情の申し出があった。 

対応： 職員本人への聞き取りを行う。ちょっとしたタイミングやきっかけで誰にでも招きかねない苦情で

ある事を念頭に、事業所内で共有・注意喚起を実施することとした。 

Ｃａｓｅ11 

総務係：当会のホームページの記載内容について、名称が間違っているとの申し出があった。 

対応：ホームページの記事を一旦取り下げる。その後、誤った箇所についてお詫びを申し上げ、訂正し

た記事の再記載を行った。 

Ｃａｓｅ12 

地域福祉係：デイサービスへボランティア活動のため来所した方に対し、貸館利用者と思い込み誤っ

た対応をしてしまう。 

対応：ボランティアの方と分かり活動していただく。その後、支所内での予定表について連携を取れる

よう改善していくことをお伝えした。 

Ｃａｓｅ13 

地域福祉係：「依頼した内容を正確に伝えていない」と担当職員に対しての苦情の申し出があった。 

対応：ご利用者の意向を正確に（他事業所）に伝える事、職員は中立性を持って接する事等を説明

し、ご本人から了解をしていただいた。 

Ｃａｓｅ14 

総務係：窓口対応の職員について、接遇教育の必要性を訴えた匿名のハガキが本所に届く。 

対応：該当支所の記載がないため、事務局長から全職員に対し、社内メールで接遇に関しての注意

喚起を行なう。 
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Ｃａｓｅ15 

訪問介護係：お粥のところを普通のご飯を提供してしまう、茹でた鮭では味がしないと思い減塩醤油を

かけてしまったことについて、他事業所ケアマネより説明を求められる。 

対応：謝罪とともにマニュアルをきちんと作成することをお伝えした。 

Ｃａｓｅ16 

訪問介護係：他事業所ケアマネより、ヘルパー同士の連携が取れていない、ヘルパーとヘルパーの間

で温度差があるとの申し出があった。 

対応：電話でヘルパー同士の連携が取れていないこと、報告を怠ったことについての謝罪をし、事業

所まで謝罪に行くことをお伝えしたがそこまでは良いとのことであった。 

Ｃａｓｅ17 

居宅介護支援係：前任の担当者が代わってから 1 年も訪問がないことを相談された方から説明を求

められる。 

対応：担当者から訪問をしなかったことを謝罪し、1 年間の評価と今後のケアプランの確認をさせてい

ただく事の了解をいただき、ケアマネも継続してよいとの返事をいただく。 

Ｃａｓｅ18 

地域福祉係：ご利用者宅への訪問時間まで、美術館の駐車場に待機していたところ、駐車場の管理

をしている方から、「閉館時間が過ぎているが閉められない」等の注意を受けた。 

対応：すぐに車両から降りて謝罪をするとともに、駐車場外に車両を移動した。 

Ｃａｓｅ19 

訪問看護係：訪問の際にずり落ちそうになっていたご利用者の左手を動かしたために、「突然腕を上げ

られて痛かった。事前の声掛けが欲しい、痛いと言ったらやめてほしい」等の申し出があった。 

対応：ステーションのカンファレンスの徹底、情報共有をきちんとすることを謝罪と共にお伝えした。 

Ｃａｓｅ20 

子育て支援係：職員の態度があまりにひどいので児童館館長に話がしたいとの申し出があった。 

対応：申出者に電話をし「今後の対応」について、検討経過の概要と再発防止策の説明をし、申出者

の了解をいただいた。 

 

 


